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自
尾
は
じ
め
に
0
『
広
瞳
集
』
の
成
立
②
『
広
鐘
集
』
に
見
る
広
瞳
の
交
際
圏
と
出
自
③
広鐘
の
和
歌
と
生
活
お
わり
に
［論
文
要
旨
］
　国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
広
瞳
集
』
（
以
下
『
広
瞳
集
』
と
略
称
）
は
、
稿
者
　
　
　
論
述
し
た
。
に
よ
り
近
時
全
文
翻
刻
が
公
表
さ
れ
た
新
出
資
料
で
あ
る
。
そ
の
資
料
的
価
値
は
、
従
来
未
詳
で
　
　
　
　
『
広
瞳
集
』
の
特
色
に
道
歌
や
哀
傷
歌
・
追
善
歌
等
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
集
あ
っ
た
、
広
瞳
の
晩
年
の
伝
記
的
事
蹟
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
『
広
瞳
集
』
に
記
載
の
あ
る
　
　
　
　
中
に
も
記
さ
れ
る
母
の
死
を
契
機
と
し
た
事
象
で
、
最
晩
年
に
至
っ
て
広
瞳
は
禅
僧
へ
の
回
帰
を
余
兼
載
：
心
敬
・
顕
天
・
用
林
顕
材
・
岩
城
由
隆
・
兼
純
と
の
交
流
関
係
や
相
互
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
　
　
　
　
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ク
が
新
た
に
判
明
す
る
と
こ
ろ
に
存
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
歌
師
の
家
と
し
て
の
猪
苗
代
家
の
源
流
は
、
広
瞳
で
あ
り
、
そ
の
和
歌
・
連
歌
の
世
界
に
お
け
　本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
六
人
の
人
物
に
つ
い
て
『
広
瞳
集
』
の
和
歌
の
解
釈
を
も
と
に
、
従
　
　
　
　
る
活
躍
は
、
『
広
瞳
集
』
に
描
か
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
兼
載
が
尭
恵
か
ら
古
今
伝
授
を
来
知
ら
れ
て
い
た
史
（
資
）
料
と
照
合
し
、
広
瞳
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
政
治
的
・
宗
教
的
思
潮
　
　
　
　
受
け
て
お
り
、
兼
純
に
『
古
今
集
』
の
講
釈
を
す
る
資
格
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
広
瞳
は
誰
か
ら
の
一端
を
叙
述
し
、
広
瞳
を
岩
城
の
禅
長
寺
出
身
の
数
寄
の
隠
遁
者
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
兼
純
の
　
　
　
も
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
兼
純
に
古
今
伝
授
が
で
き
ず
、
和
歌
の
家
、
猪
苗
代
家
項に
お
い
て
、
岩
城
に
拠
点
を
置
き
、
京
都
と
の
往
復
に
よ
り
そ
の
道
の
第
一
人
者
へ
師
事
し
、
岩
　
　
　
の
創
始
者
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
古
今
伝
授
の
師
資
相
承
に
広
瞳
の
名
が
見
え
ず
、
猪
苗
代
家
の
城
氏ら
在
地
の
国
人
領
主
や
戦
国
大
名
の
扶
助
を
受
け
る
行
動
様
式
を
、
同
時
代
の
宗
長
・
宗
牧
と
　
　
　
系
図
か
ら
も
広
瞳
の
名
が
消
え
て
い
っ
た
。
兼
純
が
広
瞳
か
ら
受
け
継
ぎ
、
長
柵
に
伝
え
た
連
歌
師
の
差異
性
か
ら
指
摘
し
、
同
様
な
行
動
様
式
が
、
兼
純
か
ら
長
珊
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
　
　
　
　
の
一
行
動
様
式
を
掘
り
起
こ
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
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は
じ
め
に
室
町
中
期
の
連
歌
師
・
歌
人
の
広
瞳
の
曾
孫
、
い
て
、
兼
如
は
、
『
滑
稽
太
平
記
』
に
お
洛
陽
に
上
洛
の
と
き
、
奥
州
詞
の
だ
み
声
に
て
、
一
句
を
吟
出
さ
れ
け
れ
ば
、
元
よ
り
生
国
紛
ね
ど
も
、
世
人
、
岩
城
兼
如
と
名
字
の
や
う
に
云
け
り
、
落
書
に　
　
奥
州
の
岩
城
兼
如
に
誘
わ
れ
て
を
を
く
の
人
の
迷
ひ
こ
そ
す
れ
と
有
り
け
る
を
見
て
、
兼
如
は
「
誘
わ
れ
で
」
と
文
字
に
濁
を
う
っ
て
返
歌
仕
た
り
と
也
　
　
　
　
　
（
1
）
と
描
か
れ
て
い
る
。
類
似
し
た
記
載
は
、
名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
皇
学
館
文
庫
蔵
『兼
与
法
橋
直
唯
聞
書
』
に
も
見
出
さ
れ
、
多
少
の
誇
張
や
嘲
笑
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
か
な
り
事
実
に
近
い
逸
話
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
、
京
都
に
お
い
て
岩
城
の
「
田
舎
詞
」
（
前
掲
『
兼
与
法
橋
直
唯
聞
書
』
）
で
連
歌
を
詠
む
者
が
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
う
し
た
現
象
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
元
来
、
猪
苗
代
兼
載
・
兼
純
は
、
会
津
の
猪
苗
代
氏
を
称
し
て
い
る
が
、
岩
城
〔現
福
島
県
い
わ
き
市
、
以
下
「
岩
城
」
乃
至
は
「
磐
城
平
」
の
呼
称
に
統
一
〕
に
地
縁
・
血
縁
が
深
か
っ
た
。
兼
載
は
、
猪
苗
代
盛
実
の
子
で
、
出
身
が
会
津
と
さ
れ
る
（『翰
林
胡
盧
集
』
巻
七
、
『
耕
閑
雑
記
』
、
『
伊
達
家
世
臣
家
譜
』
）
が
、
晩
年
の
会
津
帰
郷
前
の
文
亀
二
年
二
五
〇
二
）
ま
で
、
岩
城
に
立
ち
寄
り
一
年
半
程
滞
在
し
て
　
（
2
）
い
る
。
ま
た
、
従
兄
弟
と
さ
れ
る
兼
純
は
、
三
條
西
実
隆
の
家
集
『
再
昌
草
』
に
「兼
純
張
行
、
宗
碩
草
庵
連
歌
…
…
兼
純
近
日
下
国
云
々
、
奥
州
岩
城
の
者
也
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
あ
る
よ
う
に
、
岩
城
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。
　
と
こ
ろ
が
、
近
時
、
兼
載
叔
父
・
兼
純
父
（
『
顕
伝
明
名
録
』
等
。
後
掲
）
と
さ
れ
る
広
瞳
の
ま
と
ま
っ
た
家
集
で
あ
る
『
広
瞳
集
』
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
中
に
伝
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
全
文
翻
刻
が
　
　
　
（
4
）
成
さ
れ
た
。
こ
の
田
中
本
『
広
瞳
集
』
〔
以
下
『
広
瞳
集
』
と
略
称
〕
に
よ
れ
ば
、
広
瞳
は
岩
城
出
身
の
連
歌
師
・
歌
人
で
あ
り
、
集
中
に
は
、
岩
城
や
関
東
に
お
け
る
和
歌
の
実
作
の
実
態
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
広
瞳
の
連
歌
師
と
し
て
の
活
動
は
、
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
蔵
『
広
瞳
句
集
』
三
巻
〔
以
下
「
天
理
本
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
『広
瞳
句
集
』
」
と
略
称
〕
（
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉
の
滋
岡
長
滋
に
よ
る
転
写
本
が
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
に
存
す
る
。
詳
細
は
後
述
）
に
よ
り
夙
に
知
ら
れ
、
行
助
・
宗
祇
・
兼
載
か
ら
批
点
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
当
な
力
量
を
有
す
る
連
歌
師
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
資
料
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
の
出
自
や
足
跡
に
つ
い
て
は
未
詳
な
点
が
多
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
『
広
瞳
集
』
を
探
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
瞳
の
伝
記
的
事
項
が
解
明
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
猪
苗
代
家
の
室
町
中
期
の
複
雑
な
家
系
や
師
承
関
係
を
よ
り
明
確
に
叙
述
で
き
よ
う
。
と
り
わ
け
、
兼
載
と
の
交
流
関
係
の
究
明
や
兼
載
と
の
資
質
の
差
異
性
の
抽
出
が
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
兼
載
－
兼
純
の
道
統
は
、
「
兼
載
－
兼
純
－
長
柵
－
宗
悦
－
（
幽
斎
）
ー
兼
如
ー
（
信
尋
）
ー
兼
与
（
以
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略
）
」
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
『
猪
苗
代
家
代
々
伝
授
控
』
に
拠
る
）
と
続
く
が
、
こ
う
し
た
血
脈
や
系
譜
の
類
の
位
置
付
け
も
、
再
検
討
を
要
す
る
。
　
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
『
広
瞳
集
』
の
出
現
に
よ
り
新
た
に
判
明
し
た
広
瞳
の
伝
記
的
事
項
を
指
摘
し
た
上
で
、
広
瞳
を
取
り
巻
く
連
歌
師
や
武
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
及
び
彼
ら
の
活
動
を
支
え
た
、
地
域
社
会
の
政
治
的
・
宗
教
的
思
潮
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
こ
れ
ら
猪
苗
代
家
の
源
流
に
関
す
る
新
見
を
も
と
に
、
猪
苗
代
家
の
師
資
相
承
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
●
『
広
瞳
集
』
の
成
立
　
書
誌
解
題
は
前
稿
に
や
や
仔
細
に
述
べ
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
前
稿
に
お
け
る
問
題
点
の
再
確
認
に
留
め
、
『
広
瞳
集
』
の
成
立
や
内
容
に
言
及
し
て
い
こ
う
。
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ま
ず
、
書
名
を
「
広
瞳
集
」
と
認
定
す
る
こ
と
は
、
表
紙
自
体
が
後
補
の
改
装
で
あ
り
、
「
百
二
代
後
土
御
門
院
」
が
後
人
に
よ
る
書
き
入
れ
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
次
に
、
稿
者
は
『
広
瞳
集
』
を
兼
純
自
筆
で
は
な
く
、
そ
の
転
写
本
と
考
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
　
て
い
る
が
（
前
掲
注
（
4
）
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
は
「
永
正
十
八
年
義
純
烏
」
と
す
る
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
兼
純
の
真
蹟
と
さ
れ
る
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
『
兼
載
独
吟
千
句
上
（
、
下
）
』
の
筆
と
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
筆
蹟
が
異
な
り
、
『
広
瞳
集
』
の
紙
質
も
永
正
一
八
年
二
五
二
こ
を
下
る
と
判
断
さ
れ
る
。
　
さ
て
、
本
書
は
、
後
掲
祓
文
に
よ
り
、
息
兼
純
が
父
広
瞳
の
詠
草
類
を
整
理
・
編
纂
し
た
家
集
と
判
断
で
き
、
総
歌
数
四
五
七
首
（
内
、
他
人
詠
四
首
〈
兼
載
二
首
、
心
敬
一
首
、
兼
純
一
首
〉
を
含
む
）
を
所
収
す
る
。
　
家
集
全
体
の
構
成
は
、
ま
ず
前
半
（
二
五
三
番
歌
ま
で
）
が
題
詠
歌
で
、
冒
頭
三
一
首
の
み
は
四
季
・
恋
・
雑
の
部
類
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
雑
纂
で
あ
る
。
後
半
（二
五
四
番
歌
以
降
）
か
ら
贈
答
歌
や
独
詠
等
が
配
列
さ
れ
、
独
詠
の
中
に
は
哀
傷
歌
や
述
懐
歌
が
多
い
。
以
後
『
蒙
求
』
の
「
孝
行
の
段
」
の
章
段
名
を
歌
題
と
し
た
題
詠
九
首
、
「
道
歌
」
四
五
首
が
連
な
り
、
道
号
・
取
名
を
題
と
し
た
「
自
賛
」
四
首
、
「道
歌
」
四
首
が
続
き
、
『
老
子
経
』
四
首
を
踏
ま
え
た
詠
が
巻
末
で
あ
る
。
『
広
瞳
集
』
が
部
類
や
日
次
等
に
よ
り
整
理
さ
れ
て
編
纂
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
編
者
の
兼
純
の
祓
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
掲
出
し
よ
う
。
右
此
草
案
は
、
亡
父
あ
る
は
書
き
す
て
あ
る
は
む
す
び
あ
は
せ
な
ど
を
か
れ
た
　
　
　
マ
マ
　
る
反
胡
ど
も
を
見
侍
る
中
に
、
年
ご
ろ
す
さ
み
を
か
れ
し
寄
共
、
文
の
う
ら
な
ど
に
あ
か
ら
さ
ま
に
し
る
し
つ
け
給
ひ
た
る
を
、
籠
居
の
つ
れ
づ
れ
に
か
た
は
し
つ
つ
次
第
を
も
わ
か
た
ず
少
々
う
つ
し
侍
ぬ
、
連
寄
の
心
ざ
し
は
往
昔
よ
り
心
教
僧
都
・
専
順
法
眼
を
は
じ
め
も
ろ
も
ろ
の
好
士
に
た
つ
さ
は
り
給
ひ
て
老
の
波
に
し
づ
め
る
比
ま
で
も
打
す
て
ら
れ
ず
、
と
見
給
へ
し
に
、
寄
の
道
に
も
い
た
り
ふ
か
く
、
法
の
こ
と
の
は
あ
さ
か
ら
ぬ
こ
と
は
り
ま
で
さ
と
り
知
給
ひ
け
ん
、
事
か
し
こ
く
も
は
つ
か
し
く
も
侍
ら
ず
や
、
存
日
に
尋
い
だ
し
て
か
く
し
る
し
を
き
侍
ら
ば
、
よ
ろ
こ
び
の
ま
ゆ
を
も
ひ
ら
き
、
行
は
ん
ず
る
に
こ
そ
と
い
よ
い
よ
墨
の
袖
を
し
ぼ
り
、
筆
の
海
み
ぎ
は
ま
さ
り
侍
る
の
み
、
併
他
人
の
披
見
な
ど
に
入
べ
き
た
め
に
あ
ら
ず
、
た
だ
な
き
跡
の
形
見
に
身
に
そ
へ
侍
ら
ん
が
た
め
也
　
風
を
い
た
み
ふ
る
こ
と
の
は
の
数
々
に
／
お
ち
そ
ふ
も
の
は
な
み
だ
な
り
け
　
　
り
（二
行
分
空
白
）
干
時
永
正
十
八
年
十
月
十
七
日
　
桑
門
兼
純
　
冒
頭
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
「
亡
父
」
広
瞳
が
書
き
捨
て
た
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
綴
じ
紐
な
ど
で
束
ね
た
ま
ま
で
あ
っ
た
反
故
紙
の
中
か
ら
、
長
年
詠
み
継
い
で
あ
っ
た
和
歌
を
、
順
序
も
顧
慮
せ
ず
、
片
端
か
ら
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
連
歌
を
心
教
（
敬
∀
僧
都
・
専
順
法
眼
に
師
事
し
て
修
め
た
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
、
心
敬
と
の
関
係
は
、
『
広
瞳
集
』
の
本
文
中
か
ら
傍
証
さ
れ
、
亡
父
の
功
績
に
対
す
る
賛
辞
を
割
り
引
い
て
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
半
に
「
…
寄
の
道
に
も
い
た
り
ふ
か
く
、
法
の
こ
と
の
は
あ
さ
か
ら
ぬ
こ
と
は
り
ま
で
も
さ
と
り
知
給
ひ
け
ん
…
」
と
あ
る
の
も
、
家
集
本
文
か
ら
知
ら
れ
る
、
和
歌
を
多
作
し
、
禅
籍
に
広
く
通
じ
て
い
た
広
瞳
の
資
質
を
的
確
に
言
い
当
て
て
い
る
。
　
次
節
で
は
、
『
広
瞳
集
』
か
ら
新
た
に
判
明
す
る
、
広
瞳
の
出
自
や
行
動
圏
を
探
究
し
て
み
よ
う
。
②
『
広
瞳
集
』
に
見
る
広
瞳
の
交
際
圏
と
出
自
　
前
述
の
よ
う
に
、
従
来
、
広
瞳
研
究
の
基
礎
資
料
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
前
掲
の
天
理
本
『広
瞳
句
集
』
で
あ
る
。
ま
た
、
広
瞳
の
出
自
を
叙
述
す
る
上
で
援
用
さ
れ
て
き
た
の
は
、
次
に
掲
げ
る
二
種
の
史
料
の
記
載
で
あ
っ
た
。
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広＿
憧三
広＿
憧三
兼
載
　
叔
父
　
徹
書
記
弟
子
（
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
蔵
『
連
歌
百
事
雑
記
』
）
連
歌
師
　
一
説
兼
載
叔
父
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
顕
伝
明
名
録
』
）
　
い
ず
れ
も
広
瞳
を
兼
載
の
叔
父
と
し
て
い
る
が
、
生
没
年
や
事
蹟
な
ど
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『
広
瞳
集
』
に
は
、
兼
載
の
名
が
複
数
見
え
、
そ
の
交
流
の
深
さ
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
『
広
瞳
集
』
に
記
載
の
あ
る
同
時
代
人
名
を
一
覧
に
し
て
み
よ
う
。
【表
二
（
「
母
」
「
友
だ
ち
」
等
の
普
通
名
詞
は
除
く
。
人
名
の
下
の
ロ
ー
マ
数
字
が
登
場
回
数
）
1
兼
載
（
法
橋
）
5
　
H
心
教
［
敬
］
僧
都
4
　
皿
顕
天
1
　
W
平
（
岩
城
）
由
隆
1
　
V
顕
材
1
　
W
専
順
1
〔
践
〕
　
W
兼
純
1
〔
駿
〕
　
ま
た
、
【
表
二
に
掲
げ
た
人
物
の
血
縁
・
師
承
関
係
を
、
【
図
＝
に
広
瞳
を
中
心
に
整
理
し
て
お
く
（
師
弟
関
係
を
「
1
」
、
血
縁
関
係
を
「
ー
」
で
明
示
し
た
。
参
考
ま
で
に
兼
純
以
下
兼
与
ま
で
の
猪
苗
代
家
の
血
脈
と
師
資
相
承
を
括
弧
内
に
記
し
た
）
。
【図
一
】融
轟
鷲
⊥
⊥
示
悦
　
長
柵
ー
幽
斎
｛
兼
如
ー
信
。
寺
ー
兼
与
）
　
こ
れ
か
ら
、
【
表
二
掲
出
の
人
物
の
内
、
和
歌
本
文
に
名
の
見
え
な
い
「
専
順
」
以
外
に
つ
い
て
、
や
や
仔
細
に
考
証
し
、
相
互
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
押
え
る
こ
と
に
よ
り
、
帰
納
的
に
広
瞳
の
事
蹟
を
論
述
し
、
出
自
を
推
定
し
て
い
き
た
い
。
　
1
　
兼
載
と
広
憧
　
兼
載
と
の
贈
答
歌
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
五
五
～
二
五
入
番
歌
で
あ
る
。
（歌
番
号
は
前
稿
に
依
る
）
、
次
の
二
　
　
兼
載
法
橋
に
連
寄
の
一
巻
を
み
せ
侍
て
、
合
点
な
ど
所
望
せ
し
つ
い
で
に
な
な
ぞ
ぢ
に
ち
か
の
う
ら
は
の
も
く
つ
の
み
か
く
塩
が
ま
の
あ
ま
よ
い
つ
ま
で
し
れ
や
君
あ
し
た
つ
道
の
こ
と
は
り
に
ま
か
せ
て
た
の
む
老
の
衣
を
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
載
色
々
の
は
な
の
ち
ぐ
さ
に
を
く
露
の
ふ
か
さ
あ
さ
さ
を
わ
き
ぞ
か
ね
つ
る
よ
し
あ
し
も
し
ら
ぬ
難
波
の
う
ら
人
に
す
み
つ
く
事
を
何
恩
ら
ん
兼
載
の
返
歌
の
「
よ
し
あ
し
も
～
」
あ
る
、
大
阪
天
満
宮
本
の
顕
に
、
の
詠
が
、
天
理
本
『
広
瞳
句
集
』
の
転
写
本
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
よ
し
あ
し
も
し
ら
ぬ
難
波
の
う
ら
人
に
／
す
み
つ
く
る
事
を
な
に
た
の
む
ら
ん
　
　
　
　
　
　
一
笑
〃
〃
／
兼
載
（
花
押
）
此
一
巻
者
法
橋
兼
載
合
点
剰
加
佳
什
一
篇
尤
可
握
翫
者
歎
と
見
え
る
。
大
阪
天
満
宮
本
の
親
本
と
さ
れ
る
天
理
本
『
広
瞳
句
集
』
は
、
兼
載
の
歌
の
部
分
の
み
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
該
箇
所
は
、
「
愚
墨
十
五
句
／
芳
作
毎
句
優
艶
候
」
の
直
後
で
あ
る
。
贈
答
の
年
次
は
、
兼
載
が
前
号
宗
春
を
兼
載
に
改
め
る
の
が
、
文
明
一
八
年
二
四
八
六
）
末
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
所
作
で
あ
る
。
た
だ
、
金
子
金
治
郎
は
大
河
内
哲
太
郎
蔵
「
兼
載
書
状
」
に
、
天
理
本
『
広
瞳
句
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
集
』
の
兼
載
点
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
明
応
七
年
二
四
九
八
）
と
比
定
す
る
。
「兼
載
書
状
」
の
全
文
を
掲
出
し
よ
う
。
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遠
堺
之
芳
信
、
建
成
拝
顔
之
思
候
、
祝
着
此
事
候
、
抑
御
一
巻
披
見
申
候
、
毎
句
殊
勝
勿
論
候
、
付
墨
事
承
候
、
勘
酌
候
上
、
近
年
余
自
都
鄙
方
々
承
候
間
、
不
堪
之
気
力
、
難
堪
之
事
候
、
而
従
今
春
停
止
　
御
製
合
点
さ
へ
堅
返
上
候
、
好
錐
然
以
旧
友
之
、
自
遠
国
承
候
間
、
是
計
任
芳
慮
候
、
巨
細
慶
祐
可
令
申
候
欺
、
存
命
之
中
今
一
度
面
談
申
度
候
、
此
便
風
俄
之
様
候
間
、
先
芳
札
一
筆
申
候
、
細
々
好
便
之
時
に
可
申
承
候
事
本
懐
候
、
恐
々
敬
白
　
六
月
十
一
日
　
兼
載
（
花
押
）
広
瞳
禅
師
　
尊
報
　
こ
の
書
状
に
は
、
広
瞳
禅
師
か
ら
、
そ
の
連
歌
一
巻
に
加
点
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
へ
の
返
書
が
記
さ
れ
、
兼
載
が
連
歌
へ
の
合
点
を
京
都
や
地
方
の
方
々
か
ら
依
頼
さ
れ
、
「
御
製
合
点
」
さ
え
固
辞
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
金
子
金
治
郎
は
、
「抑
御
一
巻
披
見
申
候
、
毎
句
殊
勝
勿
論
候
、
付
墨
事
承
候
」
を
天
理
本
『
広
瞳
句
集
』
の
折
の
こ
と
と
し
、
広
瞳
を
「
旧
友
」
と
呼
び
「
存
命
之
中
今
一
度
面
談
申
候
」
と
親
し
み
を
籠
め
て
懐
か
し
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
金
子
は
「
広
瞳
の
住
所
も
、
書
中
に
『
遠
堺
』
『
遠
国
』
と
あ
っ
て
、
都
か
ら
遠
隔
の
地
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
」
と
す
る
が
、
「
都
鄙
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
兼
載
在
京
中
の
や
り
と
り
と
思
わ
れ
る
。
一
方
の
広
瞳
は
、
『
広
瞳
集
』
等
か
ら
は
鎌
倉
以
西
に
下
向
し
た
形
跡
が
見
出
さ
れ
ず
、
岩
城
周
辺
で
使
者
を
介
し
て
受
け
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
天
理
本
『広
瞳
句
集
』
で
は
、
他
に
行
助
と
宗
祇
に
批
点
を
受
け
て
い
る
。
宗
紙
の
加
点
は
、
巻
末
に
宗
祇
の
合
点
数
と
署
名
が
あ
り
、
そ
の
後
に
広
瞳
自
筆
の
「
私
云
文
明
十
年
戌
戊
十
一
月
此
一
巻
合
点
所
望
」
の
識
語
が
あ
る
。
こ
の
年
秋
に
宗
祇
は
、
越
後
府
中
の
三
国
峠
に
お
り
（
『
初
編
老
葉
』
）
、
使
い
を
も
っ
て
依
頼
し
た
と
さ
　
（
9
＞
れ
る
。
行
助
の
加
点
は
、
巻
末
に
行
助
の
識
語
が
あ
り
、
「
文
正
二
年
三
月
七
日
／
法
印
大
僧
都
行
助
（
花
押
）
」
と
署
名
す
る
。
　
さ
て
、
前
掲
の
二
五
五
～
二
五
入
番
の
贈
答
歌
は
、
広
瞳
の
生
没
年
を
推
定
す
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
広
瞳
は
、
「
な
な
ぞ
ぢ
に
ち
か
」
と
詠
ん
で
い
る
か
ら
、
当
時
（
明
応
七
年
〈
一
四
九
八
〉
頃
）
六
〇
代
後
半
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
歌
人
は
自
己
の
年
齢
を
必
ず
し
も
正
確
に
和
歌
に
詠
む
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
七
〇
歳
前
後
と
広
く
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
仮
に
こ
の
時
広
瞳
が
六
六
歳
か
ら
六
九
歳
と
す
る
と
、
生
年
は
永
享
二
年
二
四
三
二
）
か
ら
永
享
五
年
二
四
四
五
）
と
お
お
よ
そ
の
年
次
が
得
ら
れ
る
。
一
方
、
没
年
は
、
集
中
に
永
正
七
年
二
五
〇
九
）
の
兼
載
没
の
記
事
が
見
え
な
い
の
が
不
審
で
は
あ
る
が
、
「平
由
隆
事
あ
り
て
…
」
を
詞
書
と
す
る
二
九
一
～
二
九
五
番
歌
を
、
永
正
一
二
年
の
足
利
政
氏
・
高
基
の
合
戦
へ
の
参
陣
・
敗
北
を
踏
ま
え
た
詠
と
仮
定
す
る
と
（
後
に
詳
述
）
、
そ
れ
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
　
そ
し
て
、
『
広
瞳
集
』
に
は
、
脚
気
治
療
の
た
め
「
さ
ば
こ
」
で
の
湯
治
を
兼
載
が
勧
め
た
こ
と
へ
の
返
歌
が
存
す
る
。
　
　
さ
ば
こ
の
御
湯
、
脚
気
所
労
に
き
き
及
侍
れ
ば
、
湯
治
望
の
よ
し
兼
載
書
　
　
中
に
、
申
こ
さ
れ
し
返
事
に
つ
か
は
し
け
る
こ
こ
に
い
で
て
い
は
は
か
し
こ
み
心
に
は
君
を
さ
ば
こ
の
み
湯
と
し
ら
な
ん
（二
五
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
稿
者
、
以
下
同
様
）
詞
書
の
「
さ
ば
こ
」
は
、
現
在
の
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
三
函
と
比
定
さ
れ
る
。
『拾
遺
集
』
物
名
の
三
入
七
番
歌
に
、
　
　
さ
は
こ
の
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
読
人
不
知
飽
か
ず
し
て
別
れ
し
人
の
住
む
里
は
さ
は
こ
の
見
ゆ
る
山
の
あ
な
た
か
と
詠
ま
れ
る
が
、
以
後
、
和
歌
の
世
界
で
は
名
所
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
兼
載
の
帰
郷
は
、
『
猪
苗
代
兼
載
閑
塵
集
』
に
、
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心
敬
僧
都
と
も
な
ひ
て
白
川
関
見
侍
り
し
事
は
三
十
余
年
に
な
り
侍
り
、
　
　
文
亀
始
の
年
、
又
関
を
こ
ゆ
と
て
思
ひ
つ
づ
け
け
る
こ
れ
も
又
い
の
ち
な
ら
ず
や
三
十
年
を
へ
だ
て
て
こ
ゆ
る
関
の
中
山
（
三
三
八
）
と
あ
る
か
ら
、
文
亀
元
年
二
五
〇
二
塵
』
巻
四
の
発
句
に
、
　
　
文
亀
二
　
正
と
け
て
さ
へ
池
や
氷
の
た
ま
み
水
の
事
蹟
と
さ
れ
る
。
兼
載
の
句
集
『
園
と
あ
る
が
、
文
亀
二
年
の
七
月
三
〇
日
の
宗
祇
逝
去
を
記
し
た
、
宗
長
『
宗
祇
終
焉
記
』
に
、…
こ
の
ご
ろ
兼
載
は
、
白
河
の
せ
き
あ
た
り
、
岩
城
と
や
ら
ん
い
ふ
所
に
草
庵
を
む
す
び
て
、
ほ
ど
も
は
る
か
な
れ
ば
、
風
の
つ
て
に
聞
て
、
せ
め
て
の
終
焉
の
地
を
だ
に
尋
見
侍
ら
ん
と
て
、
相
国
湯
本
ま
で
来
て
、
文
に
そ
え
て
か
き
を
く
ら
れ
し
其
寄
、
此
奥
に
書
く
は
ふ
る
成
べ
し
。
（
以
下
、
長
歌
。
省
略
）
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
岩
城
に
お
け
る
句
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
注
（
2
）
金
子
著
書
が
「文
亀
二
年
正
月
五
一
歳
の
正
月
を
岩
城
の
草
庵
に
迎
え
た
と
、
一
応
考
え
て
み
よ
う
」
と
結
論
づ
け
る
と
お
り
、
兼
載
は
文
亀
二
年
正
月
に
岩
城
に
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
、
兼
載
は
故
郷
で
あ
る
会
津
黒
川
に
直
行
し
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
文
亀
二
年
に
は
既
に
広
瞳
の
岩
城
の
草
庵
が
整
っ
て
お
り
、
従
兄
弟
の
縁
故
を
頼
っ
て
立
ち
寄
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
n
　
心
敬
と
広
憧
次
に
、
心
敬
に
関
す
る
集
中
の
記
載
や
詠
歌
を
み
て
み
た
い
。
記
載
数
が
比
較
的
多
い
上
、
そ
れ
ら
を
検
討
す
る
と
、
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
子
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
『
広
瞳
集
』
の
、
　
　
そ
の
か
み
愚
句
の
一
巻
を
心
教
僧
都
に
み
せ
た
て
ま
つ
り
し
に
、
合
点
し
　
　
て
お
く
に
書
そ
へ
て
給
ひ
し
う
た
わ
か
の
う
ら
の
藻
に
う
つ
も
る
る
玉
を
み
て
老
の
た
も
と
に
か
く
る
な
み
哉
（二
九
六
）
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
詞
書
に
見
え
る
、
心
敬
が
加
点
し
た
広
瞳
の
「
愚
句
の
一
巻
」
は
現
存
し
な
い
が
、
老
境
に
あ
っ
た
広
瞳
に
と
っ
て
心
敬
は
、
自
句
一
巻
へ
の
批
点
を
依
頼
し
得
る
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
。
ま
た
、
行
助
・
宗
祇
・
兼
載
に
加
点
を
受
け
た
広
瞳
が
、
応
仁
元
年
二
四
六
七
）
関
東
に
下
向
し
た
心
敬
に
も
批
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
点
を
得
た
こ
と
は
従
来
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
事
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
『
広
瞳
集
』
に
は
、
広
瞳
が
心
敬
と
同
伴
し
て
関
東
に
滞
在
し
、
広
瞳
の
み
岩
城
に
戻
る
の
を
引
き
止
め
る
詠
が
あ
る
。
　
　
心
教
僧
都
と
も
な
ひ
た
て
ま
つ
り
て
関
東
に
月
日
を
送
り
て
、
奥
州
へ
く
　
　
だ
り
侍
り
し
時
、
心
教
僧
都
よ
り
た
ま
は
り
し
君
い
な
ば
な
を
老
が
身
は
敷
島
の
道
に
袖
ひ
く
人
や
な
か
ら
ん
（
二
九
七
）
　
歌
意
は
、
君
（
広
瞳
）
が
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
老
い
た
私
（
心
敬
）
の
身
に
は
、
和
歌
の
道
に
引
き
留
め
て
く
れ
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
敷
島
の
道
」
（
歌
の
道
、
歌
道
）
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
別
れ
の
挨
拶
と
し
て
相
手
に
敬
意
を
評
し
た
と
解
釈
し
て
も
、
心
敬
に
と
っ
て
広
瞳
は
和
歌
の
道
の
人
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
教
導
を
請
い
得
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
知
さ
せ
る
。
　
心
敬
が
関
東
に
下
向
し
た
の
は
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
で
あ
り
、
そ
の
場
に
244
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は
広
瞳
も
同
座
し
て
い
た
こ
と
も
、
近
年
全
文
が
紹
介
・
翻
刻
さ
れ
た
、
故
山
田
孝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
マ
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
1
）
雄
蔵
『
宗
砥
時
代
連
歌
』
所
収
「
文
明
五
年
雪
月
五
日
何
韻
百
韻
」
に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
。
場
所
は
品
川
の
心
敬
の
草
庵
と
さ
れ
、
心
敬
と
広
瞳
以
外
は
地
元
の
僧
侶
や
被
官
層
の
在
地
武
士
ば
か
り
で
あ
る
。
内
題
に
「
文
明
五
年
～
」
と
あ
る
点
に
つ
い
て
、
金
子
金
治
郎
は
翌
応
仁
二
年
二
四
六
八
）
に
催
さ
れ
た
「
応
仁
二
年
冬
心
敬
等
何
人
百
韻
訳
注
」
と
出
詠
者
が
多
く
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
文
明
五
年
を
誤
り
と
す
る
（
前
掲
注
（
－
o
）
金
子
著
書
＝
二
〇
頁
～
一
三
一
頁
）
。
ま
た
、
島
津
忠
夫
は
、
「
吾
妻
下
向
発
句
草
」
の
配
列
か
ら
す
れ
ば
応
仁
元
年
冬
の
句
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
あ
り
、
文
明
五
年
の
年
次
は
誤
り
で
応
仁
元
年
の
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
本
資
料
を
全
文
翻
刻
し
た
、
重
松
裕
己
（
前
掲
注
（
1
1
）
重
松
論
文
）
も
同
様
な
見
解
を
採
る
。
　
広
瞳
は
、
師
心
敬
の
関
東
下
向
を
聞
き
付
け
同
伴
し
、
張
行
の
連
歌
会
に
出
詠
し
、
頃
合
を
見
計
ら
っ
て
自
句
の
批
点
を
得
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
心
敬
述
の
『所
々
返
答
』
第
二
は
、
こ
の
応
仁
元
年
に
広
瞳
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
と
　
　
　
　
（
1
3
）
す
る
説
が
あ
る
。
金
子
金
治
郎
が
特
に
論
拠
と
す
る
の
は
、
冒
頭
の
「
此
一
巻
、
開
散
旅
宿
侍
り
、
誠
無
比
類
覚
候
。
然
に
可
引
墨
由
事
、
纒
頭
覚
候
」
の
記
載
で
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
広
瞳
は
、
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
関
東
に
下
向
し
た
心
敬
に
、
自
ら
の
発
句
一
巻
の
批
点
を
得
た
こ
と
が
『
広
瞳
集
』
の
前
掲
二
六
六
番
歌
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
『
所
々
返
答
』
第
二
の
広
瞳
宛
説
は
、
さ
ら
に
蓋
然
性
が
高
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
　
広
瞳
は
、
心
敬
没
後
の
三
十
三
回
忌
追
善
に
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
こ
の
三
十
三
回
忌
追
善
法
要
歌
は
、
連
歌
で
も
存
し
、
以
下
に
こ
れ
を
引
用
す
る
。
　
　
永
正
四
年
四
月
十
六
日
、
心
敬
僧
都
舟
三
回
忌
に
、
　
　
に
お
き
て
さ
た
し
け
る
連
歌
に
跡
遠
き
世
を
や
忍
び
音
時
鳥
経
文
を
く
つ
か
む
り
　
こ
の
『
園
塵
』
巻
四
以
外
に
「
心
敬
僧
都
舟
三
回
忌
連
歌
」
は
他
に
句
が
拾
遺
で
き
ず
、
証
本
も
現
存
し
な
い
。
た
だ
、
『
広
瞳
集
』
の
出
現
に
よ
り
、
同
時
期
に
広
瞳
が
二
首
の
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
が
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
皿
　
顕
天
と
広
瞳
　
広
瞳
の
息
は
、
と
が
『
広
瞳
集
』
に
は
、
兼
純
が
有
名
で
あ
る
が
、
一
方
、
顕
天
が
広
瞳
の
実
子
で
あ
る
こ
に
よ
り
新
た
に
判
明
し
た
。
『
広
瞳
集
』
二
六
〇
～
二
六
三
番
歌
　
　
兼
載
法
橋
の
も
と
に
顕
天
を
つ
か
は
し
て
此
道
の
学
又
さ
せ
し
時
、
た
よ
　
　
り
に
つ
け
て
顕
天
か
た
へ
つ
か
は
し
け
る
文
の
末
に
な
に
せ
ん
に
千
々
の
金
も
一
こ
と
の
を
し
へ
そ
お
も
き
た
か
ら
な
ら
ま
ら
し
あ
ひ
そ
ふ
る
お
や
の
ま
も
り
の
心
だ
に
ま
じ
は
り
な
れ
ぬ
し
る
べ
と
を
な
れ
し
ら
な
み
の
た
ち
て
も
ゐ
て
も
ふ
か
き
渕
う
す
き
氷
の
道
な
忘
れ
そ
　
　
か
く
て
と
し
月
へ
て
心
教
僧
都
舟
三
廻
に
追
善
に
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
わ
び
ぬ
れ
ば
三
十
三
と
せ
の
け
ふ
に
あ
ふ
か
ひ
も
涙
は
つ
か
し
き
哉
八
）草
の
陰
に
せ
め
て
み
え
ば
や
と
し
ふ
れ
ど
そ
の
世
に
し
ほ
る
老
の
挟
を
九
）
（二
九
（二
九
と
あ
る
。
広
瞳
と
顕
天
と
の
親
子
関
係
は
、
「
あ
ひ
そ
ふ
る
お
や
の
ま
も
り
の
…
」
に
よ
り
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
広
瞳
か
ら
兼
載
の
も
と
に
遣
わ
さ
れ
た
顕
天
の
精
進
の
痕
跡
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
、
現
存
の
伝
本
に
見
い
出
せ
る
。
ま
ず
、
『
竹
林
抄
』
の
注
釈
書
で
あ
る
、
名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
竹
聞
』
の
本
奥
書
に
、
文
亀
三
年
七
月
十
五
日
　
酉
刻
　
於
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会
津
黒
川
聴
聞
終
了
天
（稿
者
注
、
顕
天
）
と
見
え
る
。
　
ま
た
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
『
源
氏
秘
訣
』
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『源
語
秘
訣
』
に
比
し
て
、
「
松
殿
宰
相
忠
顕
卿
本
」
を
以
て
書
写
し
た
由
の
本
奥
書
が
あ
る
。
そ
し
て
、
「
揚
名
ノ
介
」
「
ネ
ノ
コ
ノ
餅
」
「
ト
ノ
井
物
ノ
ふ
く
ろ
」
の
「
三
ヶ
大
事
」
に
つ
い
て
記
し
、
そ
れ
に
続
き
次
の
よ
う
に
あ
る
。
此
外
二
義
理
ナ
ト
ニ
心
得
大
事
ノ
事
共
ア
レ
ト
モ
先
是
ヲ
上
古
ヨ
リ
三
ケ
ノ
大
事
ト
号
せ
り
、
古
今
ナ
ト
ニ
ハ
切
昏
ア
レ
ト
モ
是
ハ
ナ
シ
、
タ
・
口
伝
ス
ル
習
ナ
リ
、
兼
載
ハ
宗
祇
ヨ
リ
ハ
三
ケ
ノ
事
直
ニ
ハ
不
聞
給
也
、
木
戸
殿
ヨ
リ
ロ
伝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ス
、
宗
祇
も
木
戸
殿
ヨ
リ
ロ
伝
ア
リ
、
宗
祇
二
聞
給
ひ
し
時
は
肖
柏
同
学
也
、
宗
砥
ヨ
リ
直
二
聞
給
は
ぬ
子
細
共
ア
リ
於
会
津
（
兼
載
）
耕
閑
軒
ヨ
リ
如
此
聴
聞
口
伝
了
、
全
部
無
不
審
相
残
永
正
三
年
〈
丙
／
寅
〉
五
月
十
七
日
戌
刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕
天
在
判
こ
の
後
、
書
写
奥
書
の
、
此
本
兼
如
相
伝
而
被
秘
説
懇
望
し
て
書
写
す
る
も
の
也
、
　
慶
長
十
三
年
九
月
十
二
日
　
正
益
（
花
押
）
可
秘
々
々
が
存
す
る
。
「
正
益
」
は
兼
如
弟
で
、
該
本
が
猪
苗
代
家
に
伝
来
し
た
こ
と
が
知
ら
　
（
1
5
）
れ
る
。
　
前
掲
『
竹
聞
』
の
本
奥
書
に
拠
れ
ば
、
文
亀
三
年
二
五
〇
三
）
七
月
に
兼
載
は
、
会
津
黒
川
に
帰
郷
し
て
い
た
。
前
掲
『
源
語
秘
訣
』
に
依
拠
す
る
限
り
、
兼
載
に
よ
る
顕
天
へ
の
講
釈
は
永
正
三
年
二
五
一
六
）
五
月
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
も
そ
も
、
兼
載
と
『
源
氏
物
語
』
の
関
係
は
、
独
吟
百
韻
全
て
に
源
氏
物
語
の
巻
名
か
所
載
の
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
『
永
正
二
年
十
二
月
十
二
日
兼
載
独
吟
賦
国
名
百
韻
』
（
外
題
「
源
氏
国
名
」
）
に
よ
り
著
名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
井
相
助
（
連
歌
師
。
大
内
政
弘
支
族
）
の
仕
事
（
『
千
鳥
抄
』
）
に
導
か
れ
、
青
表
紙
本
と
河
内
本
と
の
区
別
の
基
準
を
記
し
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『源
氏
物
語
青
表
紙
河
内
本
分
別
条
々
』
（
外
題
「
千
鳥
』
に
合
綴
）
の
研
究
が
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
深
い
見
識
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
広
瞳
が
兼
載
に
息
顕
天
を
遣
わ
し
た
の
も
、
兼
載
の
学
識
を
期
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
『
園
塵
』
巻
四
に
は
、
　
　
同
（
稿
者
注
、
「
永
正
四
年
四
月
」
）
み
の
る
べ
き
秋
風
ふ
く
む
早
苗
哉
廿
一
日
、
顕
天
興
行
に
と
見
え
、
永
正
四
年
に
は
、
顕
天
は
既
に
、
地
元
で
連
歌
会
を
張
行
す
る
力
量
を
持
っ
た
連
歌
師
に
成
長
し
て
い
た
。
顕
天
に
は
養
子
を
含
め
子
女
が
確
認
で
き
ず
、
そ
の
学
統
が
後
代
に
継
受
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
後
に
触
れ
る
兼
純
－
長
珊
の
系
統
と
は
別
に
、
父
広
瞳
に
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
継
承
の
意
志
が
存
し
た
こ
と
は
証
さ
れ
る
。
W
　
顕
材
と
広
憧
　
兼
載
没
後
の
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
に
一
七
四
代
の
建
長
寺
の
首
座
に
昇
っ
た
（「
禅
長
寺
文
書
」
所
収
、
享
禄
元
年
閏
九
月
十
二
日
付
「
足
利
義
晴
公
帖
」
）
禅
僧
、
用
林
顕
在
と
の
交
流
が
『
広
瞳
集
』
の
発
見
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
事
象
は
、
『広
瞳
集
』
に
お
い
て
、
広
瞳
が
、
禅
の
教
義
を
踏
ま
え
た
「
道
歌
」
を
多
作
し
た
源
泉
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
顕
材
は
、
広
瞳
を
取
り
巻
く
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
解
明
す
る
カ
ギ
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
広
瞳
集
』
の
該
当
箇
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所
を
掲
げ
る
。
　
　
顕
材
首
座
、
相
州
鎌
倉
へ
の
ぼ
り
給
ひ
し
時
、
詩
を
作
て
送
し
末
に
も
ろ
共
に
行
て
や
富
士
を
な
が
め
ま
し
雪
を
い
た
だ
く
わ
が
身
な
ら
ず
は
（
二
八
九
）
身
に
老
を
い
と
ふ
心
ぞ
か
は
り
ぬ
る
君
を
二
た
び
み
ま
く
ほ
し
さ
に
（
二
九
〇
）
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
「
顕
材
首
座
」
と
あ
る
か
ら
岩
城
の
禅
長
寺
の
首
座
で
あ
っ
た
時
の
詠
で
あ
ろ
う
。
顕
材
の
出
自
や
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
七
　
福
島
県
の
地
名
』
（平
五
・
平
凡
社
）
「
禅
長
寺
」
項
に
お
い
て
、
「
地
元
の
領
主
岡
本
妙
誉
（
稿
者
注
、
岡
本
氏
は
陸
奥
国
岩
崎
郡
金
森
村
地
頭
の
家
。
「
岡
本
文
書
」
に
拠
る
）
の
子
で
、
仏
光
寺
派
と
称
さ
れ
る
鎌
倉
円
覚
寺
開
山
祖
元
の
系
統
に
属
す
る
禅
長
寺
住
持
や
建
長
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
セ
つ
と
　
つ
内
の
高
峰
顕
日
の
塔
院
で
あ
る
正
統
庵
の
塔
主
と
な
り
、
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
建
長
寺
第
一
七
三
世
に
就
任
し
た
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
正
統
庵
の
塔
主
」
に
関
連
し
て
、
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
（
昭
五
八
・
講
談
社
）
の
「
用
林
顕
材
」
項
で
は
、
出
典
は
不
明
な
が
ら
、
「
子
敬
口
慶
と
い
う
僧
（
こ
れ
も
関
東
の
人
ら
し
い
）
が
建
長
寺
の
公
帖
を
受
け
た
際
、
横
川
景
三
に
託
し
て
、
そ
の
山
門
疏
を
代
作
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
時
に
文
明
一
七
年
二
四
八
五
）
の
事
で
、
こ
の
頃
上
京
中
で
あ
っ
た
事
を
窺
わ
せ
る
。
時
に
法
階
は
蔵
主
で
あ
っ
た
」
と
す
る
。
た
だ
、
『補
庵
京
華
別
集
』
（
玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
学
新
集
第
一
巻
』
〈
昭
四
二
・
東
京
大
学
出
版
会
〉
に
拠
る
）
に
は
、
文
明
十
五
年
歳
舎
癸
卯
蝋
月
吉
辰
、
　
　
　
度
子
敬
住
建
長
同
疏
前
相
国
横
川
景
三
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
用
林
材
蔵
主
代
と
あ
り
、
実
際
に
は
文
明
一
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
用
林
材
」
は
、
「
用
林
　
ヘ
　
　
へ
材
蔵
主
代
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
底
本
私
注
に
記
さ
れ
る
用
林
梵
材
で
は
な
く
、
用
林
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
顕
材
で
あ
ろ
う
。
『
広
瞳
集
』
二
八
九
・
二
九
〇
番
歌
の
贈
答
は
、
「
顕
材
首
座
」
と
あ
る
か
ら
、
遅
く
と
も
、
建
長
寺
蔵
主
と
し
て
山
門
疏
の
代
作
に
関
わ
る
文
明
一
五
年
（
一
四
八
四
）
以
前
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
禅
長
寺
は
、
建
長
寺
の
西
塔
で
あ
り
、
元
来
禅
長
寺
の
首
座
で
あ
っ
た
顕
材
は
、
文
明
一
五
年
に
は
、
正
統
庵
塔
主
を
経
て
建
長
寺
の
蔵
主
に
就
任
し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
顕
材
が
岩
城
と
鎌
倉
と
を
往
復
す
る
に
際
し
、
広
瞳
を
伴
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
V
　
広
憧
と
平
（
岩
城
）
由
隆
　
平
（岩
城
）
由
隆
は
、
室
町
中
期
に
惣
領
と
し
て
磐
城
平
大
館
飯
沼
の
平
城
を
拠
点
に
活
躍
し
た
国
人
領
主
で
あ
る
。
由
隆
の
父
と
子
を
含
め
た
三
代
（
常
隆
・
由
隆
・
重
隆
）
の
時
期
に
、
岩
城
氏
は
、
北
は
陸
奥
国
楢
葉
郡
か
ら
南
は
常
陸
の
一
部
に
ま
で
及
ぶ
広
大
な
地
域
を
支
配
し
た
。
系
図
等
に
よ
り
岩
城
由
隆
の
系
譜
や
伝
記
を
示
す
と
、
ま
ず
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
岩
城
伊
達
葦
名
系
図
』
所
収
「
岩
城
系
図
」
に
、
常
隆
岩
城
下
総
守
由
隆
岩
城
民
部
大
輔
重
隆
岩
城
左
京
大
夫
可
山
明
繁
鷹
山
月
山
（略
）
と
あ
り
、
岩
城
常
隆
の
男
で
あ
る
。
ま
た
、
「
上
三
坂
小
泉
文
書
」
（
須
藤
春
「
東
北
中
世
史
（
岩
城
氏
と
そ
の
］
族
の
研
究
ご
〈
昭
五
〇
・
白
銀
書
房
〉
）
中
の
影
印
に
拠
る
）
に
、
　
大
舘
民
部
大
夫
／
由
隆
　
応
仁
二
戊
子
六
月
十
一
日
生
／
文
明
十
四
壬
寅
正
月
元
服
／
同
十
七
年
家
督
同
十
八
年
／
丙
午
八
月
源
儀
尚
朝
臣
征
夷
大
将
軍
宣
下
後
参
勤
／
管
領
斯
波
治
部
大
夫
義
兼
／
対
之
同
十
月
中
旬
帰
国
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と
あ
り
、
応
仁
二
年
二
四
六
八
）
二
月
没
で
あ
る
。
　
さ
て
、
由
隆
と
広
瞳
の
交
流
は
、
六
月
］
　
日
生
、
天
文
二
年
（
一
五
四
二
）
『広
瞳
集
』
二
九
一
～
二
九
五
番
歌
に
、
　
　
平
由
隆
事
あ
り
て
こ
ま
こ
め
と
い
ふ
山
ざ
と
に
引
こ
も
り
給
ひ
し
頃
、
　
　
か
は
し
侍
し
を
ざ
さ
は
む
駒
こ
め
て
た
つ
雲
霧
の
お
く
の
山
ざ
と
行
て
と
は
ば
や
清
く
し
て
ち
り
な
き
水
も
及
め
や
し
づ
け
き
山
の
君
が
心
に
老
せ
ず
は
行
て
ぞ
み
ま
し
山
も
川
も
君
に
よ
り
つ
つ
清
き
あ
た
り
を
逢
見
え
ば
君
や
哀
と
お
も
は
ま
し
あ
さ
夕
か
よ
ふ
老
の
心
の
君
も
し
れ
八
十
に
お
ほ
く
あ
ま
り
ぬ
る
人
だ
に
山
は
い
で
し
習
を
つ
と
あ
る
、
由
隆
の
隠
遁
に
際
し
て
の
贈
歌
で
あ
る
。
「
こ
ま
こ
め
」
と
は
、
現
い
わ
き
市
北
東
の
四
倉
駒
込
の
こ
と
で
あ
る
。
広
瞳
が
、
当
時
の
岩
城
の
国
人
領
主
、
平
（
岩
城
）
由
隆
と
相
手
の
境
遇
を
勘
酌
し
て
和
歌
を
贈
り
得
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
　
で
は
、
詞
書
の
「
事
あ
り
て
」
と
は
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
想
定
さ
れ
る
の
は
、
古
河
公
方
・
足
利
政
氏
の
要
請
に
よ
る
足
利
高
基
・
宇
都
宮
忠
綱
・
結
城
氏
・
那
須
氏
ら
の
連
合
軍
と
の
合
戦
と
敗
北
で
あ
る
。
　
永
正
三
、
四
年
二
五
〇
六
、
七
）
の
頃
、
古
河
公
方
の
足
利
政
氏
と
高
基
の
父
子
の
間
が
不
和
に
な
っ
た
。
永
正
六
年
に
一
端
和
解
し
た
が
、
永
正
九
年
再
び
対
立
し
、
永
正
一
一
年
頃
そ
の
対
立
は
頂
点
に
達
し
た
と
さ
れ
る
（
『
い
わ
き
市
史
　
第
八
巻
　
原
始
・
古
代
・
中
世
』
〈
昭
五
一
・
い
わ
き
市
〉
）
。
関
東
諸
氏
の
多
く
が
高
基
に
与
し
た
た
め
、
政
氏
は
岩
城
氏
の
老
臣
岡
本
妙
誉
や
禅
長
寺
の
用
林
顕
材
に
書
状
を
送
っ
て
奥
州
諸
氏
に
加
担
を
求
め
た
。
中
で
も
岩
城
常
隆
・
由
隆
に
は
再
三
書
状
を
送
り
、
岩
城
氏
父
子
や
佐
竹
義
舜
の
出
陣
を
要
請
し
て
い
る
（
秋
田
県
歴
史
資
料
館
蔵
『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
＝
所
収
「
岡
本
元
朝
家
蔵
文
書
」
）
。
そ
の
中
で
、
顕
材
西
堂
の
出
頭
を
歓
迎
す
る
一
状
を
掲
げ
よ
う
。
依
岩
城
父
子
相
頼
、
顕
材
西
堂
被
告
参
候
、
云
炎
気
、
云
遠
路
、
助
労
痛
候
、
難
然
此
度
之
事
、
御
身
体
安
否
候
之
間
、
西
堂
被
参
之
条
、
御
高
運
候
、
別
而
難
被
成
御
書
候
、
被
染
御
自
筆
候
、
急
度
属
御
本
意
様
、
西
堂
相
談
走
廻
候
者
、
可
為
御
悦
喜
候
、
謹
言
、
　
　
六
月
三
日
　
　
政
氏
（
花
押
）
　
　
　
　
禅
長
寺
　
　
禅
長
寺
　
こ
う
し
た
政
氏
の
意
向
ど
お
り
の
顕
材
西
堂
の
出
陣
に
も
関
わ
ら
ず
、
永
正
二
年
に
岩
城
・
佐
竹
勢
は
宇
都
宮
竹
林
の
地
で
猛
攻
を
受
け
、
千
騎
あ
る
い
は
二
千
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
正
．
　
一
∀
と
も
い
う
討
ち
死
を
し
て
し
ま
っ
た
。
『
塔
寺
八
幡
宮
長
帳
』
に
、
「
八
月
十
六
（
山
石
城
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騎
）
ゆ
わ
き
ぜ
い
、
う
つ
の
見
や
へ
出
、
千
き
ば
か
り
う
ち
し
に
め
さ
れ
」
と
あ
り
、
『今
宮
神
社
祭
記
録
』
に
は
、
「
同
十
一
　
甲
戊
氏
家
郷
　
舟
生
靭
負
／
宇
都
宮
国
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
佐
竹
岩
城
罷
出
竹
林
に
お
い
て
一
戦
に
て
敵
二
千
人
討
死
仕
候
」
と
見
え
る
。
翌
永
正
一
二
年
二
五
一
五
）
三
月
二
七
日
に
政
氏
は
、
去
年
一
昨
年
巳
来
、
被
成
使
節
度
、
被
思
召
候
之
処
、
通
路
断
絶
之
間
、
遅
々
非
御
無
沙
汰
候
、
数
輩
或
討
死
、
或
被
疵
之
条
、
感
思
召
候
、
下
総
守
・
民
部
大
輔
・
同
次
郎
忠
信
、
無
比
類
候
、
猶
以
能
々
可
加
意
見
候
、
巨
細
町
屋
蔵
人
入
道
、
可
令
対
談
候
、
謹
言
　
　
　
　
三
月
廿
七
日
　
　
（
花
押
〈
政
氏
〉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
讃
岐
守
殿
と
、
戦
後
は
交
通
が
各
地
で
道
路
が
戦
略
上
遮
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
今
回
の
騒
乱
に
協
力
し
た
武
将
に
感
謝
の
念
を
表
し
て
い
る
。
特
に
、
下
総
守
（
常
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隆
）
・
民
部
大
輔
（
由
隆
）
・
同
次
郎
（
政
隆
）
の
「
忠
信
」
を
言
葉
を
尽
く
し
深
謝
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
時
由
隆
は
四
六
歳
で
、
家
督
を
継
い
で
い
た
。
敗
退
に
対
す
る
悲
嘆
や
落
胆
は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
出
来
事
が
、
由
隆
を
駒
込
へ
隠
遁
さ
せ
た
要
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
先
の
由
隆
の
遁
世
を
め
ぐ
る
歌
群
（
二
九
一
～
二
九
五
）
に
は
、
末
尾
に
、
君
も
し
れ
八
十
に
お
ほ
く
あ
ま
り
ぬ
る
人
だ
に
山
は
い
で
し
習
を
と
あ
っ
た
。
下
句
「
人
だ
に
山
は
い
で
し
習
を
」
は
、
直
接
体
験
の
過
去
の
助
動
詞
「
き
（
し
）
」
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
自
身
の
行
動
で
あ
る
こ
と
が
分
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
広
瞳
が
、
今
ま
で
の
草
庵
に
お
け
る
風
雅
な
生
活
が
一
変
し
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
稿
者
は
、
広
瞳
の
生
年
を
永
享
二
年
二
四
三
二
）
か
ら
永
享
五
年
二
四
三
五
）
頃
と
仮
定
し
た
が
、
二
九
五
番
歌
が
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
永
正
一
二
年
（
一
五
一
五
）
に
は
、
八
〇
歳
か
ら
八
三
歳
と
な
り
、
「
八
十
に
お
ほ
く
あ
ま
り
ぬ
る
」
の
表
現
と
整
合
す
る
。
当
該
歌
が
詠
歌
年
次
を
推
定
で
き
る
最
後
の
詠
で
あ
る
か
ら
、
永
正
一
八
年
に
兼
純
が
『広
瞳
集
』
祓
文
冒
頭
に
お
い
て
広
瞳
を
「
亡
父
」
と
称
し
て
い
る
よ
う
に
、
永
正
一
八
年
以
前
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
広
瞳
は
、
永
正
一
二
年
か
ら
時
を
隔
て
ず
し
て
没
し
た
の
で
は
な
い
か
。
　
由
隆
は
、
和
歌
や
連
歌
に
関
心
が
深
く
、
と
り
わ
け
連
歌
師
宗
長
を
懇
意
に
し
て
い
た
。
両
者
が
頻
繁
に
書
状
を
交
わ
し
、
宗
長
の
岩
城
下
向
を
促
す
記
事
が
、
「
宗
長
手
記
』
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
七
月
頃
と
享
禄
三
年
二
五
三
〇
）
九
月
頃
の
二
箇
所
に
存
す
る
。
1
奥
州
岩
城
民
部
卿
大
輔
由
隆
、
多
年
書
状
通
用
に
て
、
た
び
た
び
座
頭
あ
ま
た
　
く
だ
し
つ
る
に
、
い
つ
れ
も
あ
る
は
勾
当
ま
で
四
度
・
五
度
の
扶
助
。
此
度
泰
昭
白
河
一
見
愚
状
。
去
年
夏
よ
り
彼
館
に
て
越
年
。
此
六
月
上
ら
れ
ぬ
。
色
々
芳
志
。
道
の
物
、
可
然
馬
ひ
か
せ
の
ぼ
せ
る
。
さ
れ
ば
、
か
つ
は
愚
老
も
う
ら
山
し
く
お
ぼ
え
て
、
泰
昭
の
文
の
伝
達
の
よ
う
に
し
て
　
　
八
十
そ
よ
も
し
も
な
を
な
が
ら
へ
ば
岩
木
の
奥
の
中
に
か
く
れ
む
述
老
懐
俳
譜
一
笑
々
々
。
…
H
奥
州
岩
城
民
部
大
輔
由
隆
、
こ
の
十
ヶ
年
音
信
。
殊
こ
の
春
よ
り
、
及
三
ヶ
度
書
状
。
一
夏
下
向
の
こ
と
、
た
び
た
び
あ
ら
ま
し
の
み
に
て
過
行
。
発
句
を
所
　
望
に
、
か
な
ら
ず
の
秋
は
な
ど
い
ふ
心
な
る
べ
し
。
　
　
　
関
こ
え
ん
あ
ら
ま
し
や
こ
の
秋
の
か
ぜ
　
し
か
れ
ば
、
迎
な
ど
や
う
に
て
、
又
音
信
あ
り
。
　
　
　
な
が
ら
へ
て
こ
と
し
も
い
ま
は
す
ゑ
の
松
ま
つ
ら
ん
波
を
こ
さ
せ
ず
も
が
　
　
　
な
い
か
で
せ
め
て
今
年
な
が
ら
へ
て
春
は
な
ど
申
送
る
な
る
べ
し
。
去
年
　
　
　
は
迎
と
て
し
か
る
べ
き
馬
二
疋
送
り
の
ぼ
せ
ら
る
。
一
疋
は
氏
綱
所
望
に
　
　
　
候
、
こ
の
ご
ろ
ひ
か
せ
下
つ
。
同
国
会
津
に
、
和
田
図
書
助
、
千
句
と
て
　
　
　
発
句
所
望
。
会
津
物
色
々
音
信
。
－
I
H
に
よ
る
と
、
宗
長
は
由
隆
の
庇
護
を
受
け
て
、
岩
城
下
向
を
促
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
1
で
は
琵
琶
法
師
の
座
頭
を
下
向
さ
せ
て
扶
助
す
る
の
み
な
ら
ず
、
匂
当
を
数
度
に
わ
た
り
扶
助
し
、
さ
ら
に
、
白
河
紀
行
し
た
泰
昭
を
磐
城
平
大
館
で
越
年
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
事
に
見
え
る
由
隆
自
身
の
和
歌
・
連
歌
・
平
家
琵
琶
へ
の
関
心
や
教
養
に
鑑
み
れ
ば
、
由
隆
が
岩
城
に
草
庵
を
構
え
た
広
瞳
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
察
さ
れ
よ
う
。
　
岩
城
氏
と
猪
苗
代
家
の
関
係
は
、
兼
載
に
お
い
て
も
存
し
た
。
『
園
塵
』
第
一
に
、
　
　
白
土
摂
津
守
家
に
て
さ
な
へ
と
る
あ
と
さ
へ
水
の
み
ど
り
哉
（五
四
）
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志
賀
備
中
守
家
に
旅
宿
し
侍
し
こ
ろ
え
に
あ
ら
で
宿
や
は
借
り
ね
あ
や
め
草
（
五
五
）
　
　
岩
城
総
州
家
に
て
五
月
雨
に
夏
の
よ
な
が
き
朝
か
な
（
六
〇
）
　
　
塩
左
馬
助
張
行
に
雨
白
し
空
や
明
が
た
五
月
や
み
（
六
こ
と
あ
り
、
六
〇
番
の
句
の
詞
書
の
「
岩
城
総
州
」
は
、
岩
城
由
隆
の
父
常
隆
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
白
土
氏
・
志
賀
氏
・
塩
氏
は
い
ず
れ
も
岩
城
氏
の
支
族
か
重
臣
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
『
園
塵
』
第
一
の
詞
書
の
考
証
か
ら
明
応
八
年
二
四
四
九
）
の
事
蹟
と
さ
れ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
磐
城
史
料
』
三
・
寺
社
縁
起
類
篇
に
収
載
さ
れ
る
『
兼
載
天
神
縁
起
』
（
『
大
日
本
史
料
』
九
編
之
二
、
永
正
七
年
〈
一
五
一
〇
〉
六
月
六
日
条
に
所
引
）
は
、
平
大
館
の
城
西
寺
中
に
法
橋
兼
載
の
創
立
と
伝
え
る
菅
公
廟
が
あ
り
、
そ
の
事
情
を
「
兼
載
往
来
干
京
師
干
関
東
、
素
尊
崇
菅
神
、
嘗
結
草
庵
干
磐
城
城
西
寺
之
側
而
焉
。
平
生
以
尊
崇
之
故
、
立
祠
而
莫
焉
」
と
記
す
。
た
だ
、
平
大
館
の
城
西
寺
に
兼
載
が
か
つ
て
草
庵
を
結
ん
だ
と
す
る
件
り
は
、
岩
城
に
お
け
る
兼
載
尊
崇
と
北
野
天
神
信
仰
が
結
び
つ
く
中
で
生
ま
れ
た
伝
承
と
思
わ
れ
、
実
際
は
、
五
五
番
の
句
の
詞
書
に
「
志
賀
備
中
守
家
に
旅
宿
し
侍
し
こ
ろ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
岩
城
家
の
重
臣
の
宅
か
、
あ
る
い
は
、
広
瞳
が
年
来
構
え
て
い
た
（
後
述
）
草
庵
に
仮
寓
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
『
園
塵
』
第
一
に
よ
り
知
ら
れ
る
岩
城
に
お
け
る
句
は
こ
の
四
句
の
み
で
、
明
応
八
年
は
武
蔵
国
（
『
園
塵
』
第
一
・
四
五
　
　
（
朝
良
）
「上
杉
礼
部
館
」
）
か
ら
常
陸
国
（
同
・
五
二
「
小
野
崎
下
野
守
」
）
へ
と
北
上
、
岩
城
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
房
能
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
景
）
経
て
越
後
（
同
・
八
九
「
上
杉
戸
部
亭
」
等
）
・
越
前
（
同
二
三
六
「
朝
倉
家
」
）
へ
と
至
る
旅
程
途
上
の
二
ヶ
月
程
度
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
草
庵
を
構
え
る
余
裕
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
な
の
で
あ
る
。
W
　
兼
純
と
広
憧
　
本
節
最
後
に
、
本
書
の
編
者
に
し
て
広
瞳
の
実
子
で
あ
る
兼
純
に
触
れ
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
『
兼
載
雑
談
』
は
師
兼
載
か
ら
兼
純
へ
の
晩
年
の
聞
書
で
あ
る
。
永
正
年
間
二
五
〇
四
～
一
五
二
〇
）
後
半
に
は
、
兼
載
・
広
瞳
と
も
没
し
、
猪
苗
代
家
を
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
境
遇
に
あ
っ
た
。
兼
純
は
岩
城
出
身
で
あ
る
が
、
広
瞳
と
は
異
な
り
京
都
に
数
度
下
向
し
、
連
歌
の
み
な
ら
ず
、
和
歌
や
物
語
の
、
当
代
一
流
の
専
門
家
の
門
弟
と
な
っ
て
い
る
。
記
録
に
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
永
正
一
二
年
二
五
一
五
）
一
一
月
一
一
日
の
宗
長
を
迎
え
て
の
三
条
西
家
邸
に
お
け
る
「
何
人
　
（
2
0
）
百
韻
」
で
あ
る
。
『
再
昌
草
』
に
は
、
　
　
十
一
日
宗
長
来
り
し
に
、
連
歌
興
行
す
と
て
待
こ
し
や
花
に
紅
葉
に
け
さ
の
雪
　
　
同
日
　
短
冊
と
り
か
さ
ね
し
に
　
　
寒
樹
交
松
霜
が
れ
の
木
ず
ゑ
を
を
の
が
緑
も
て
色
と
り
か
へ
す
松
の
む
ら
だ
ち
と
記
さ
れ
る
。
兼
純
が
宗
長
主
催
の
連
歌
・
和
歌
会
に
出
席
で
き
た
の
は
、
宗
長
を
こ
と
の
ほ
か
懇
意
に
し
て
い
た
（
前
述
）
岩
城
由
隆
の
後
押
し
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
兼
純
は
冷
泉
為
広
に
入
門
し
和
歌
を
学
ぶ
が
、
こ
の
永
正
一
二
年
二
五
一
五
）
在
京
当
時
の
詠
と
さ
れ
る
、
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
『
為
広
詠
草
』
に
は
、
　
　
　
此
会
幽
琳
ニ
テ
有
シ
ナ
リ
　
　
同
八
日
、
兼
純
法
師
門
弟
に
成
侍
て
歌
張
行
せ
し
に
、
松
有
佳
色
霜
の
花
に
十
か
へ
り
見
せ
て
神
無
月
春
も
名
高
き
軒
の
松
が
枝
（
＝
五
）
と
あ
る
。
こ
の
歌
の
直
前
に
落
丁
が
あ
り
（
底
本
に
は
「
朝
郭
公
　
此
次
↓
枚
落
丁
」
と
し
、
九
行
分
の
空
白
が
あ
る
）
、
前
か
ら
の
続
き
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
後
の
続
き
が
永
正
＝
二
年
の
詠
草
と
な
る
こ
と
に
よ
る
推
定
か
ら
、
永
正
一
二
年
と
考
え
ら
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（
2
1
）
れ
て
い
る
。
　
永
正
一
六
年
二
五
一
九
）
二
月
一
九
日
に
は
、
宗
碩
の
草
庵
に
て
兼
純
の
帰
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
を
送
る
会
が
持
た
れ
、
「
何
船
連
歌
」
が
催
さ
れ
た
。
『
再
昌
草
』
に
は
、
　
　
十
九
日
、
兼
純
す
す
め
に
て
、
宗
碩
が
草
庵
に
て
連
歌
あ
り
、
　
　
書
て
つ
か
は
し
侍
し
梅
花
こ
の
世
の
つ
ね
の
心
か
は
苔
の
袖
を
も
わ
か
ぬ
に
ほ
ひ
は
　
　
同
発
句
帰
雁
お
も
へ
ば
花
に
い
は
木
か
な
　
　
　
兼
純
近
日
下
国
云
々
　
奥
州
岩
城
の
者
也
十
九
首
題
と
記
さ
れ
る
。
次
に
兼
純
が
上
洛
し
、
『
実
隆
公
記
』
『
再
昌
草
』
等
の
記
事
に
兼
純
の
名
が
見
え
る
の
は
、
大
永
三
年
二
五
二
三
）
七
月
二
五
日
で
あ
る
。
『
広
瞳
集
』
編
纂
の
永
正
一
八
年
二
五
二
こ
一
〇
月
に
は
当
然
岩
城
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
、
大
永
三
年
の
上
洛
の
折
に
は
、
長
珊
を
伴
い
実
隆
邸
を
訪
れ
る
が
、
実
隆
か
ら
『
源
氏
物
語
』
の
講
釈
を
受
け
る
の
が
目
的
で
、
翌
日
早
速
実
隆
に
申
し
入
れ
、
八
月
二
一
日
に
第
一
回
の
桐
壷
の
巻
を
講
読
し
て
い
る
。
『
実
隆
公
記
』
同
年
八
月
二
〇
日
条
に
は
、
兼
純
源
氏
発
起
、
桐
壼
巻
読
之
、
長
珊
〈
弟
子
／
同
聴
〉
兼
純
柳
一
荷
・
食
籠
携
之
、
源
氏
読
了
、
勧
一
蓋
、
と
長
珊
の
名
が
初
め
て
現
れ
る
。
以
後
、
進
み
、
翌
四
年
四
月
一
四
日
条
に
、
打
曇
十
五
枚
持
来
、
一
日
置
き
あ
る
い
は
数
日
置
き
と
講
釈
は
兼
純
来
、
源
氏
乙
女
巻
読
了
、
先
以
此
巻
為
結
願
、
一
献
勧
盃
と
あ
り
、
一
応
の
終
了
を
迎
え
、
結
願
と
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
の
体
験
が
、
陽
明
文
庫
蔵
『
長
珊
聞
書
』
の
著
述
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
、
伊
井
春
樹
が
説
く
　
　
　
　
　
（
2
3
）
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
帰
郷
が
近
く
な
っ
た
た
め
と
さ
れ
、
実
際
、
同
年
五
月
九
日
に
は
実
隆
邸
に
お
い
て
兼
純
張
行
の
三
十
首
続
歌
が
行
わ
れ
（
『
実
隆
公
記
』
『再
昌
草
』
）
、
同
一
一
日
に
は
、
実
隆
が
、
　
　
兼
純
本
国
へ
か
へ
る
饅
別
に
老
が
身
の
く
ち
ぬ
と
き
か
は
あ
は
れ
し
れ
石
木
も
な
る
る
名
残
や
は
な
き
の
一
首
を
贈
り
、
別
れ
の
名
残
を
惜
し
ん
で
い
る
（
『
再
昌
草
』
）
。
こ
の
歌
の
「
石
木
も
な
る
る
」
の
「
石
木
」
は
「
岩
や
木
」
と
「
岩
城
」
の
掛
詞
で
、
「
く
ち
ぬ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
の
縁
語
で
あ
り
、
下
句
全
体
は
、
「
非
情
な
木
石
を
思
わ
せ
る
名
の
岩
城
に
住
む
者
も
、
（
京
都
に
在
住
し
て
）
慣
れ
親
し
ん
だ
名
残
惜
し
さ
の
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
の
意
に
な
る
。
元
来
、
岩
城
の
者
で
、
頻
繁
に
「
本
国
」
の
岩
城
と
京
都
を
往
復
し
て
い
る
意
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
同
じ
時
に
為
広
か
ら
扇
を
貰
い
、
か
つ
、
ふ
る
さ
と
は
よ
し
い
そ
ぐ
と
も
又
か
へ
り
あ
ふ
ぎ
の
風
の
た
よ
り
わ
す
る
な
の
詠
を
得
た
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
「
出
題
御
免
許
之
御
添
状
井
詠
歌
」
）
。
な
お
、
井
上
宗
雄
に
よ
れ
ば
、
最
終
的
に
為
広
か
ら
出
題
免
許
状
を
得
た
の
は
、
前
掲
「
出
題
御
免
許
之
御
添
状
井
詠
歌
」
の
巻
首
「
出
題
之
事
於
田
舎
就
無
道
者
二
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
被
出
之
候
也
」
の
記
載
に
よ
り
、
大
永
四
年
三
月
二
六
日
と
さ
れ
る
。
　
こ
う
し
た
兼
純
の
頻
繁
な
上
洛
、
実
隆
邸
訪
問
の
目
的
は
、
勿
論
、
『
源
氏
物
語
』
の
学
殖
を
深
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
京
都
の
公
家
や
連
歌
師
と
交
流
し
、
地
元
に
お
け
る
自
己
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
永
四
年
に
至
り
為
広
か
ら
出
題
免
許
状
を
得
た
こ
と
は
、
岩
城
で
歌
人
と
し
て
活
動
す
る
に
当
た
り
、
威
力
を
発
揮
し
た
に
相
違
無
い
。
そ
う
し
た
権
威
は
、
地
元
の
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戦
国
大
名
と
の
関
係
に
お
い
て
も
同
様
で
、
記
』
に
、及
晩
宗
長
来
、
送
之
大
永
四
年
三
月
二
四
日
の
『
実
隆
公
兼
純
来
、
伊
達
左
京
大
夫
詠
草
令
見
之
、
白
鳥
一
、
黄
金
一
両
と
あ
る
よ
う
に
、
伊
達
植
宗
の
詠
草
を
取
り
次
い
で
い
る
の
は
、
陸
奥
を
代
表
し
、
京
都
師
範
と
確
固
た
る
人
脈
を
持
っ
た
歌
人
と
し
て
伊
達
家
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
証
左
で
あ
る
。
『
連
歌
師
千
佐
歌
書
抜
書
』
（
『
大
日
本
古
文
書
　
伊
達
家
文
書
家
わ
け
之
三
伊
達
家
一
』
等
所
収
）
の
、
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
の
記
録
に
、
「
伊
達
左
京
兆
年
来
兼
純
扶
助
有
し
上
、
風
雅
之
道
不
怠
、
嗜
御
数
寄
誠
に
難
有
事
也
…
」
と
見
え
、
兼
純
が
伊
達
植
宗
か
ら
長
年
扶
助
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
為
広
か
ら
出
題
免
許
状
を
得
た
時
期
が
、
大
永
四
年
三
月
の
三
日
間
に
集
中
す
る
の
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
永
正
年
間
に
兼
載
・
広
瞳
と
相
次
い
で
師
範
と
肉
親
を
亡
く
し
た
兼
純
は
、
広
瞳
か
ら
①
岩
城
に
拠
点
を
置
い
た
、
京
都
と
の
往
復
に
よ
る
そ
の
道
の
第
一
人
者
へ
の
師
事
、
②
岩
城
氏
ら
在
地
の
戦
国
大
名
の
扶
助
と
交
流
、
③
和
歌
の
実
作
の
研
讃
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
の
三
点
の
父
広
瞳
の
行
き
方
を
受
け
継
ぎ
、
大
永
四
年
ま
で
に
後
継
者
の
長
珊
へ
と
連
歌
の
道
の
学
統
を
伝
え
る
基
盤
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
①
の
、
岩
城
に
拠
点
を
置
き
つ
つ
、
連
歌
・
和
歌
・
物
語
の
第
一
人
者
に
師
事
す
る
こ
と
は
、
広
瞳
が
心
敬
の
関
東
下
向
の
機
会
を
見
計
ら
っ
て
関
東
ま
で
下
り
、
交
流
を
重
ね
、
連
歌
の
批
点
を
請
う
姿
と
重
な
る
。
無
論
、
こ
れ
は
今
回
『
広
瞳
集
』
の
出
現
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
歌
人
と
し
て
の
広
瞳
の
資
質
や
技
量
（
③
）
と
関
連
す
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
広
瞳
に
は
、
兼
純
の
よ
う
に
地
元
の
武
家
歌
人
の
詠
草
を
取
り
次
い
だ
事
蹟
は
確
認
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
逆
に
、
京
都
ま
で
下
向
せ
ず
、
生
涯
岩
城
に
在
住
し
時
折
関
東
に
下
向
し
て
い
た
広
瞳
の
行
動
圏
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
た
だ
、
こ
の
「
岩
城
在
住
」
と
い
う
点
は
、
兼
純
に
も
確
か
に
継
承
さ
れ
て
お
り
、
前
掲
し
た
と
お
り
、
実
隆
に
「
岩
城
」
「
本
国
」
（
『
再
昌
草
』
）
、
為
広
に
「
ふ
る
さ
と
」
（
「
出
題
御
免
許
之
御
添
状
井
詠
歌
」
）
の
者
の
印
象
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
猪
苗
代
家
の
兼
載
や
同
時
期
の
宗
長
や
宗
牧
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
連
歌
師
は
旅
を
し
て
滞
在
各
地
で
連
歌
会
を
張
行
し
、
戦
国
大
名
の
扶
助
を
得
た
が
、
広
瞳
と
兼
純
の
行
動
範
囲
は
、
彼
ら
と
比
較
に
な
ら
な
い
程
狭
い
。
む
し
ろ
、
地
元
岩
城
に
密
着
し
な
が
ら
、
国
人
領
主
か
ら
戦
国
大
名
へ
と
成
長
し
た
岩
城
氏
、
そ
し
て
兼
純
に
至
っ
て
は
伊
達
家
の
庇
護
を
受
け
て
い
る
の
が
特
色
な
の
で
あ
る
。
　
残
る
問
題
は
、
広
瞳
の
出
自
や
経
歴
で
あ
る
。
稿
者
は
次
の
二
点
か
ら
禅
長
寺
で
若
年
期
に
得
度
・
修
行
し
、
そ
の
後
和
歌
連
歌
の
道
に
転
じ
て
か
ら
も
禅
長
寺
と
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
と
考
え
て
い
る
。
理
由
の
第
一
は
、
用
林
顕
材
と
の
関
係
で
あ
る
。
禅
長
寺
の
住
持
に
し
て
鎌
倉
建
長
寺
と
の
パ
イ
プ
役
を
果
た
し
た
顕
材
と
早
く
か
ら
贈
答
を
交
わ
す
仲
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
広
瞳
が
禅
長
寺
出
身
の
禅
僧
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
第
二
は
、
岩
城
惣
領
と
の
関
係
で
あ
る
。
『
広
瞳
集
』
に
残
る
の
は
由
隆
と
の
交
流
の
み
で
あ
る
が
、
広
瞳
が
一
介
の
隠
遁
者
で
は
な
く
、
岩
城
惣
領
と
深
い
結
び
つ
き
が
あ
る
禅
長
寺
の
関
係
者
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
由
隆
の
不
遇
な
身
の
心
境
を
勘
酌
す
る
和
歌
を
当
方
か
ら
贈
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
節
で
論
じ
る
と
お
り
、
広
瞳
は
資
質
が
や
や
内
向
的
で
あ
る
上
、
禅
籍
へ
の
学
究
心
が
旺
盛
で
あ
っ
た
も
の
の
、
禅
長
寺
内
部
の
叙
階
に
は
関
心
が
な
く
、
「
草
庵
」
を
構
え
数
寄
に
生
き
た
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
③
広
瞳
の
和
歌
と
生
活
本
節
で
は
ま
ず
、
広
瞳
の
実
際
の
生
活
を
窺
い
得
る
、
草
庵
に
お
け
る
独
詠
歌
群
（三
二
三
～
三
五
一
、
二
八
首
）
の
冒
頭
一
首
と
同
じ
く
独
詠
の
一
首
を
掲
げ
よ
う
。
1
草
庵
の
軒
端
に
地
主
の
花
の
色
香
す
ぐ
れ
た
る
が
さ
き
お
ほ
ひ
た
る
を
見
　
侍
り
て
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草
の
戸
に
心
あ
り
せ
ば
一
花
に
事
た
ら
ま
し
を
か
く
も
開
哉
（
三
二
三
）
（以
下
、
草
庵
を
視
点
と
し
た
桜
の
類
型
的
な
和
歌
が
二
八
首
が
あ
る
。
省
略
）
　
H
柴
扉
に
あ
た
れ
る
一
桜
花
一
老
身
に
対
し
て
廉
々
た
る
を
つ
く
づ
く
と
な
　
　
が
め
ゐ
て
、
此
花
の
開
盛
落
の
三
時
の
心
の
彼
経
の
三
世
三
心
不
可
得
と
　
　
真
一
に
し
て
自
己
同
前
と
通
徹
せ
る
霊
妙
を
つ
づ
け
侍
る
わ
が
む
ね
の
内
外
に
ぞ
み
る
得
べ
か
ら
ぬ
三
世
の
心
も
は
な
の
心
も
（
三
六
六
）
　
ま
ず
、
1
で
あ
る
が
、
晩
年
に
は
寺
院
を
離
れ
草
庵
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
土
地
の
守
護
神
に
咲
い
た
桜
の
絢
燗
さ
を
詠
む
。
H
で
は
草
庵
が
よ
り
細
か
く
描
写
さ
れ
、
花
の
「
開
盛
落
の
三
時
」
か
ら
「
彼
経
（
稿
者
注
『
金
剛
般
若
経
』
）
の
三
世
三
心
不
可
得
と
真
一
に
し
て
自
己
同
前
と
通
徹
せ
る
霊
妙
」
を
想
起
し
詠
み
綴
っ
た
詠
で
あ
る
。
「
三
世
三
心
不
可
得
」
は
、
『
金
剛
般
若
経
』
の
「
過
去
心
不
可
　
現
在
心
不
可
　
未
来
心
不
可
」
を
縮
約
し
た
表
現
で
あ
り
、
他
に
広
瞳
は
「
道
寄
あ
ま
た
の
中
」
と
称
す
る
一
連
の
歌
群
（
四
〇
〇
～
四
四
四
、
四
五
首
）
の
中
で
、
　
　
三
心
不
可
得
心
と
め
て
後
先
今
も
得
べ
き
な
し
そ
れ
こ
そ
は
た
だ
真
な
り
け
れ
と
詠
ん
で
い
る
。
「
自
己
同
前
と
せ
る
霊
妙
」
は
難
解
で
あ
る
が
、
限
り
、
広
瞳
が
、
同
じ
く
「
道
寄
あ
ま
た
の
中
」
の
歌
群
の
中
で
、
（四
三
七
）
当
該
歌
を
詠
む
　
　
内
外
通
徹
何
も
み
な
の
こ
さ
ず
是
に
は
ら
ま
れ
て
ら
は
ま
れ
な
が
ら
こ
れ
を
は
ら
み
ぬ
（四
三
九
）
と
詠
む
「
内
外
通
徹
」
と
類
似
し
た
意
味
で
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
道
元
は
『正
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
「
『
如
一
面
古
鏡
』
の
道
は
、
一
面
と
は
、
辺
際
な
が
く
断
じ
て
、
内
外
さ
ら
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
一
珠
走
盤
の
自
己
な
り
」
と
説
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
安
智
禅
師
語
録
』
に
は
「
平
尾
平
正
　
内
外
通
同
」
と
あ
り
、
「
内
外
通
徹
」
は
「
内
外
同
前
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
ろ
う
。
広
瞳
が
単
な
る
数
寄
の
隠
遁
者
で
は
な
く
、
日
常
的
な
実
感
を
豊
か
な
禅
籍
の
知
識
を
踏
ま
え
て
和
歌
に
詠
む
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
広
瞳
集
』
の
所
収
歌
が
晩
年
の
詠
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
禅
長
寺
で
修
得
し
た
と
思
わ
れ
る
禅
の
学
識
が
生
き
て
い
る
。
　
次
に
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
母
の
逝
去
の
際
の
詠
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
歌
群
（
1
〈
一
〇
四
～
一
〇
九
、
六
首
＞
n
〈
二
六
九
～
二
七
六
、
八
首
〉
）
が
あ
る
。
　
1
北
堂
の
帰
寂
を
悼
た
て
ま
つ
り
、
彼
尊
号
を
あ
る
卑
懐
を
の
ぶ
る
の
み
な
に
か
世
に
そ
の
ま
ま
な
ら
ん
か
く
こ
そ
は
た
れ
共
に
思
ふ
ぞ
い
と
ど
か
な
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
む
か
し
よ
り
つ
ゐ
に
独
も
の
が
れ
え
ぬ
わ
○
れ
を
人
の
上
に
み
ん
や
は
あ
り
し
世
の
八
十
を
な
が
き
よ
は
ひ
そ
と
み
え
つ
る
事
よ
春
の
夜
の
夢
み
し
は
み
な
き
え
ゆ
く
露
の
世
中
に
あ
は
れ
け
ふ
ま
で
ふ
る
ぞ
あ
や
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
た
だ
い
ま
を
忘
が
ほ
に
て
老
が
身
の
人
の
わ
か
れ
を
と
ふ
ぞ
は
つ
か
し
ふ
ち
衣
き
み
よ
い
だ
く
な
思
ひ
佗
ぞ
か
り
に
ぞ
き
え
し
今
を
い
ま
す
を
　
n
母
の
身
ま
か
り
侍
り
け
る
こ
ろ
ち
り
は
つ
る
は
は
そ
の
陰
は
事
た
ら
で
涙
ば
か
り
ぞ
袖
に
み
ち
ぬ
る
（六
首
省
略
∀
八
十
あ
ま
り
四
と
せ
の
夢
ぞ
覚
に
け
る
心
一
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
1
歌
群
に
あ
る
「
尊
号
」
と
は
道
号
の
こ
と
で
、
広
瞳
は
「
惟
心
」
で
あ
っ
た
（
四
四
五
番
歌
・
詞
書
）
。
「
彼
尊
号
を
あ
る
卑
懐
を
の
ぶ
る
」
と
は
、
道
号
を
得
て
い
て
も
数
寄
者
に
成
り
果
て
た
自
己
が
、
肉
親
の
死
を
前
に
限
界
状
況
に
無
力
で
あ
る
こ
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と
を
誠
実
に
吐
露
し
た
の
で
は
な
い
か
。
実
際
、
例
え
ば
、
一
〇
四
番
歌
の
「
み
し
は
み
な
～
」
の
詠
は
、
「
世
の
中
」
の
は
か
な
さ
を
「
露
」
に
喩
え
る
趣
向
で
あ
り
、
『新
古
今
集
』
釈
教
・
一
九
九
七
番
歌
の
「
清
水
観
音
御
歌
」
と
言
い
伝
え
る
、
な
に
か
思
ふ
な
に
を
か
な
げ
く
世
中
は
た
だ
あ
さ
が
ほ
の
花
の
う
へ
の
露
の
先
行
詠
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
和
歌
の
世
界
で
一
般
に
詠
ま
れ
て
き
た
無
常
観
を
詠
む
に
留
ま
る
。
　
ま
た
、
広
瞳
は
、
1
歌
群
の
一
〇
七
番
歌
に
「
八
十
を
な
が
き
よ
は
ひ
」
、
n
歌
群
の
二
七
六
番
歌
に
「
八
十
あ
ま
り
四
と
せ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
八
四
歳
の
往
生
で
あ
っ
た
。
当
時
、
広
腫
自
身
が
七
〇
歳
近
く
で
あ
り
（
前
掲
二
二
五
番
歌
）
、
一
五
歳
ほ
ど
し
か
年
が
離
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
別
の
箇
所
に
お
い
て
広
瞳
自
身
が
、
　
（述
懐
の
歌
の
中
に
）
た
ら
ち
ね
に
さ
の
み
お
と
ら
ぬ
老
の
身
は
心
ぼ
そ
さ
ぞ
そ
ひ
て
悲
し
き
八
）
（二
六
と
、
年
齢
の
近
さ
を
表
白
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
母
と
の
死
別
は
、
逆
に
禅
僧
と
し
て
の
広
瞳
の
資
質
に
も
影
響
を
与
え
て
お
り
、
期
せ
ず
し
て
後
半
部
の
モ
チ
ー
フ
と
さ
え
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
掲
の
「
道
寄
あ
ま
た
の
中
」
の
歌
群
に
お
い
て
、
　
　
　
　
カ
　
　
　
生
下
不
別
た
ら
ち
め
に
わ
か
れ
も
は
て
ぬ
さ
か
ひ
を
ば
我
だ
に
し
ら
ず
誰
に
問
ま
し
一七
）
（四
と
詠
ん
で
い
る
。
歌
題
は
、
『
碧
厳
録
』
の
、
…
仏
今
何
在
　
明
知
与
我
生
死
不
別
…
と
あ
る
の
が
出
典
と
思
わ
れ
る
が
、
教
典
や
仏
語
の
内
容
を
身
近
な
景
物
に
託
し
て
詠
む
の
が
一
般
的
な
道
歌
に
、
広
瞳
は
私
事
の
不
幸
を
詠
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
歌
の
存
在
に
よ
り
、
「
道
寄
あ
ま
た
の
中
」
の
一
連
の
歌
群
が
、
母
と
の
死
別
の
後
に
詠
ま
れ
た
作
と
判
明
す
る
。
　
実
母
の
死
へ
の
働
芙
と
迫
り
来
る
自
己
の
老
と
死
へ
の
不
安
は
、
前
掲
の
、
　
（述
懐
の
歌
の
中
に
）
た
ら
ち
ね
に
さ
の
み
お
と
ら
ぬ
老
の
身
は
心
ぼ
そ
さ
ぞ
そ
ひ
て
悲
し
き
に
端
的
に
表
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
縁
者
へ
の
哀
傷
・
追
善
歌
（
群
）
が
増
え
、
「
道
歌
」
を
多
く
詠
作
す
る
に
至
る
の
も
、
母
の
死
を
契
機
と
し
て
い
よ
う
。
近
隣
縁
者
へ
の
哀
傷
・
追
善
歌
（
群
）
も
後
半
に
多
く
、
四
八
首
に
及
ぶ
。
そ
の
中
に
は
、
禅
僧
と
し
て
の
世
界
観
を
示
し
た
詠
も
見
出
せ
る
。
例
え
ば
、
「
哀
傷
の
寄
の
中
」
の
歌
群
（三
〇
五
～
三
一
七
、
一
三
首
）
に
、
う
つ
つ
と
は
何
を
お
も
は
ん
あ
る
は
み
な
夢
ま
ぼ
ろ
し
と
説
を
け
る
世
に
一五
）
（三
と
い
う
一
首
が
あ
り
、
「
説
を
け
る
」
が
和
歌
の
表
現
と
し
て
は
生
硬
で
説
明
的
に
過
ぎ
る
が
、
例
え
ば
、
『
碧
厳
録
』
に
、
…
三
界
唯
心
万
法
只
誰
　
所
以
夢
幻
空
花
伺
労
把
捉
…
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さ
れ
る
観
念
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
　
「
道
歌
」
や
述
懐
・
哀
傷
歌
（
群
）
か
ら
は
、
草
庵
の
花
に
託
し
て
和
歌
を
詠
み
、
数
寄
の
世
界
を
堪
能
し
て
い
た
隠
遁
者
か
ら
、
本
来
の
禅
僧
へ
の
回
帰
の
軌
跡
を
辿
り
得
る
の
で
あ
る
。
草
庵
で
は
、
を
踏
ま
え
て
詠
み
、
近
隣
の
人
々
の
冷
淡
さ
を
慨
嘆
し
て
い
る
。
老
い
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
お
わ
り
に
こ
こ
で
も
自
己
の
　
　
の
ど
か
な
る
日
、
例
の
は
な
の
前
に
苔
を
し
き
つ
く
づ
く
と
な
が
め
て
、
　
　
老
は
つ
る
身
を
も
世
の
こ
と
は
り
を
も
思
は
ず
、
時
を
う
つ
し
て
ね
ぶ
り
　
　
け
る
が
後
に
心
出
来
て
よ
め
る
な
が
め
ゐ
て
花
を
も
身
を
も
心
を
も
わ
す
れ
け
る
か
な
入
会
の
か
ね
（
三
六
七
）
　
本
稿
で
明
ら
か
に
し
得
た
広
瞳
の
文
学
事
蹟
の
内
、
最
も
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
「何
人
百
韻
」
出
吟
の
た
め
の
関
東
下
向
の
折
に
、
同
伴
し
た
心
敬
か
ら
、
君
い
な
ば
な
を
老
が
身
は
敷
島
の
道
に
袖
ひ
く
人
や
な
か
ら
ん
書
省
略
）
（二
九
七
、
詞
と
、
明
る
い
牧
歌
的
な
歌
を
詠
ん
で
い
た
広
瞳
が
、
母
の
死
後
、
と
、
世
の
人
の
色
香
に
そ
み
さ
は
が
し
き
こ
ろ
、
母
の
お
も
ひ
に
て
籠
を
る
事
五
十
日
に
お
ほ
く
あ
ま
り
侍
れ
ど
も
、
い
か
に
と
た
つ
ぬ
る
人
も
侍
ら
ざ
り
け
る
に
、
計
年
こ
の
所
に
た
ち
と
ど
ま
り
ぬ
る
え
に
し
の
ほ
ど
も
か
つ
は
つ
た
な
し
と
か
へ
り
み
ら
れ
侍
る
こ
ろ
、
彼
周
公
の
伯
禽
に
あ
ふ
て
故
旧
無
大
故
則
不
捨
の
好
語
お
も
ひ
出
ら
れ
て
、
お
な
じ
文
字
な
き
寄
を
い
ひ
て
老
の
心
を
な
ぐ
さ
め
侍
る
ふ
る
き
文
を
ゆ
へ
な
く
す
て
つ
あ
さ
は
か
の
道
に
そ
む
世
や
ほ
こ
り
ゐ
ぬ
ら
し
（三
八
〇
）
遺
品
整
理
に
際
し
て
の
追
悼
者
の
不
問
を
、
『
論
語
』
微
子
第
十
入
の
、
周
公
謂
魯
公
日
、
君
子
不
施
其
親
、
不
棄
也
。
無
求
備
於
一
人
不
使
大
臣
怨
乎
不
似
、
故
旧
無
大
故
、
則
と
、
歌
を
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
の
時
点
で
広
瞳
は
心
敬
か
ら
歌
人
と
し
て
力
量
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
応
仁
元
年
頃
ま
で
に
は
既
に
相
当
の
歌
稿
を
書
き
溜
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
広
瞳
集
』
に
は
晩
年
の
作
が
多
く
、
若
年
期
の
詠
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
は
禅
長
寺
で
道
号
を
得
、
早
く
に
草
庵
を
構
え
、
和
歌
・
連
歌
の
道
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
数
寄
者
で
か
つ
歌
才
の
あ
っ
た
広
瞳
を
、
地
元
の
岩
城
由
隆
が
扶
助
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
七
〇
歳
前
後
に
至
っ
て
の
母
と
の
死
別
は
、
歌
人
と
し
て
の
広
瞳
に
衝
撃
を
与
え
、
禅
僧
に
本
格
的
に
回
帰
す
る
契
機
と
な
り
、
自
己
や
他
者
の
老
い
と
死
に
対
す
る
内
省
的
心
情
は
、
「
道
歌
」
群
等
に
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
　
先
述
し
た
よ
う
に
、
岩
城
氏
ら
地
元
の
国
人
領
主
の
扶
助
を
受
け
、
岩
城
を
拠
点
に
活
躍
す
る
行
き
方
は
、
兼
純
に
受
け
継
が
れ
、
大
永
年
間
に
後
継
者
の
長
珊
へ
と
そ
の
学
統
を
伝
え
る
基
盤
を
築
き
上
げ
た
。
兼
純
は
広
瞳
と
は
異
な
り
、
京
都
ま
で
積
極
的
に
下
向
し
、
和
歌
・
連
歌
・
物
語
の
第
一
人
者
と
交
わ
り
教
え
を
請
い
た
が
、
活
動
拠
点
が
岩
城
に
存
し
た
こ
と
は
、
『
再
昌
草
』
『
実
隆
公
記
』
の
「
岩
城
」
「
本
国
」
と
い
っ
た
記
述
に
ほ
の
見
え
る
。
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
、
兼
如
の
「
岩
城
な
ま
り
」
の
逸
話
は
、
岩
城
と
京
都
を
頻
繁
に
往
還
す
る
連
歌
活
動
の
表
れ
で
、
そ
う
し
255
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た
行
動
様
式
が
兼
如
ま
で
続
い
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
　
し
か
し
、
地
元
を
本
拠
と
し
つ
つ
も
京
都
の
和
歌
師
範
に
師
事
し
、
扶
助
を
受
け
て
い
る
戦
国
大
名
の
た
め
に
動
く
連
歌
師
の
家
が
、
ま
さ
し
く
広
瞳
を
源
流
と
す
る
猪
苗
代
家
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
兼
載
は
尭
恵
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
て
お
り
、
兼
純
に
『
古
今
集
』
の
講
釈
を
す
る
資
格
が
あ
っ
た
（
『
古
今
私
秘
聞
』
）
一
方
、
広
瞳
は
誰
か
ら
も
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
心
敬
か
ら
実
作
に
つ
い
て
相
応
の
評
価
を
得
な
が
ら
も
（
前
掲
『
広
瞳
集
』
二
九
七
）
兼
純
に
古
今
伝
授
が
で
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
き
ず
、
和
歌
の
家
、
猪
苗
代
家
の
創
始
者
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
前
掲
の
京
都
大
学
付
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
『
猪
苗
代
家
代
々
伝
授
控
』
と
大
阪
天
満
宮
御
文
庫
蔵
『
連
歌
相
承
家
系
図
』
の
血
脈
が
多
く
一
致
す
る
よ
う
に
、
古
今
伝
授
の
師
資
相
承
は
和
歌
の
家
の
系
図
に
転
化
し
、
広
瞳
の
名
が
消
え
て
い
く
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
和
歌
の
家
の
歴
史
か
ら
消
え
て
行
っ
た
広
瞳
の
家
集
を
精
読
・
分
析
し
、
猪
苗
代
家
の
源
流
を
探
究
し
た
上
で
、
兼
純
が
広
瞳
か
ら
受
け
継
ぎ
、
長
柵
に
伝
え
た
連
歌
師
の
一
行
動
様
式
を
掘
り
起
こ
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
註（
1
）
　
綿
抜
豊
昭
「
猪
苗
代
兼
如
と
そ
の
周
辺
」
（
『
連
歌
俳
譜
研
究
』
第
六
〇
号
、
昭
六
〇
・
一
、
　
後
に
『
近
世
前
期
猪
苗
代
家
の
研
究
』
〈
平
一
〇
・
新
典
社
〉
に
再
録
）
に
所
引
さ
れ
る
。
後
　
掲
『
兼
与
法
橋
直
唯
聞
書
』
の
記
述
は
、
　
　
　
或
時
、
兼
如
連
座
遅
参
の
時
、
玄
伍
、
何
と
て
如
遅
く
来
り
給
ふ
そ
、
い
つ
も
の
く
せ
　
　
　
哉
と
被
云
。
其
時
、
如
、
道
の
ぬ
か
り
故
に
遅
参
と
被
申
。
玄
、
又
例
の
田
舎
詞
と
笑
。
　
　
で
あ
る
。
ま
た
、
『
兼
如
発
句
帳
』
に
は
、
無
論
、
京
都
に
お
け
る
発
句
が
多
い
一
方
で
、
　
　
　
　
　
岩
城
殿
例
年
の
会
廿
五
日
初
め
に
　
　
　
あ
ら
た
ま
る
色
香
は
梅
の
立
枝
か
な
　
　
　
　
　
岩
城
忠
義
次
郎
殿
宿
願
事
有
て
御
所
望
　
　
　
冬
木
ぞ
と
み
し
陰
い
づ
ら
梅
花
　
　
　
　
　
岩
城
貞
隆
御
祈
祷
の
会
に
　
　
　
所
え
て
若
竹
た
か
き
園
生
哉
　
と
、
岩
城
貞
隆
邸
に
お
け
る
連
歌
会
の
句
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
兼
如
関
係
の
史
　
　
（
資
）
料
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
前
掲
綿
抜
著
書
に
多
く
の
学
恩
を
蒙
っ
た
。
ま
た
、
米
沢
市
　
　
立
図
書
館
寄
託
「
米
沢
家
文
書
」
巻
十
六
「
相
馬
藩
衆
臣
系
譜
」
の
「
兼
如
」
項
に
、
「
有
子
　
　
孫
居
岩
城
自
伊
達
宗
守
受
資
力
在
京
半
年
在
国
半
年
」
と
あ
る
（
金
子
金
治
郎
『
連
歌
師
と
　
　
紀
行
』
〈
平
二
・
桜
楓
社
〉
四
二
頁
に
所
引
。
原
本
の
所
在
確
認
・
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
佐
　
　
藤
孝
徳
氏
の
御
教
示
を
得
た
）
。
（
2
）
　
兼
載
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
金
子
金
治
郎
『
新
版
　
連
歌
師
兼
載
伝
考
』
（
昭
五
一
〈
初
版
　
　
は
昭
三
八
〉
・
桜
楓
社
）
が
委
曲
を
尽
く
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
前
に
、
上
野
白
浜
子
・
　
　
林
毅
編
『猪
苗
代
兼
載
年
譜
』
（
昭
三
四
・
兼
載
四
百
五
拾
年
記
念
会
）
・
上
野
白
浜
子
・
林
　
　
毅
編
『猪
苗
代
兼
載
故
郷
へ
帰
る
』
（
昭
三
五
・
兼
載
四
百
五
拾
年
記
念
会
）
の
業
績
が
存
す
　
　
る
。
そ
し
て
、
黒
川
昌
享
「
新
出
の
兼
載
歌
集
閑
塵
集
に
つ
い
て
」
（
『
連
歌
俳
諮
研
究
』
昭
　
　
四
九
・
八
）
、
金
子
金
治
郎
「
兼
載
伝
の
再
吟
味
」
（
『
中
世
文
芸
叢
書
』
別
巻
三
〈
昭
四
八
・
　
　
広
島
中
世
文
学
研
究
会
〉
）
、
湯
之
上
早
苗
「
兼
載
と
興
俊
」
（
金
子
金
治
郎
編
『
連
歌
と
中
世
　
　
文
芸
』
〈
昭
五
二
・
角
川
書
店
V
）
が
兼
載
の
伝
記
・
作
品
研
究
に
新
見
を
加
え
て
い
る
。
（
3
）
　
兼
純
の
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
1
）
金
子
著
書
の
他
、
同
「
『
兼
載
独
吟
千
句
　
　
注
』
に
つ
い
て
（
『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
四
九
号
、
昭
四
六
・
一
〇
）
に
も
触
れ
る
。
ま
た
、
井
上
　
　
宗
雄
「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
　
室
町
後
期
』
（
初
版
昭
四
七
、
改
訂
新
版
平
三
・
明
治
書
院
）
　
　
に
詳
し
い
。
（
4
）
　
拙
稿
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
『
広
瞳
集
』
　
書
誌
と
翻
刻
　
」
（
『
古
　
　
典
遺
産
』
第
五
四
号
、
平
＝
ハ
・
九
）
〔
以
下
「
前
稿
」
と
称
す
る
〕
。
『
広
瞳
集
』
の
書
名
や
　
　
存
在
自
体
は
、
後
掲
の
川
瀬
一
馬
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
（
自
家
版
・
昭
五
七
）
に
よ
り
知
　
　
ら
れ
て
い
た
。
以
下
、
管
見
に
入
っ
た
発
言
を
掲
げ
て
お
く
。
　
　
　
①
川
瀬
一
馬
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
ワ
　
　
　
　
「
後
土
御
門
院
廣
瞳
集
　
一
冊
／
永
正
十
八
年
義
純
烏
。
江
戸
時
代
澁
刷
毛
目
表
紙
附
、
　
　
　
　
改
装
。
美
濃
本
」
（
冒
頭
に
一
丁
表
と
三
四
丁
表
の
兼
純
祓
文
の
半
面
の
写
真
が
掲
載
）
。
　
　
　
②
前
掲
註
（
3
）
井
上
著
書
補
注
篇
八
二
四
、
八
四
九
頁
　
　
　
　
「
…
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
に
、
『
後
土
御
門
院
廣
瞳
集
』
と
い
う
一
冊
本
が
掲
出
さ
　
　
　
　
れ
、
写
真
版
を
見
る
と
家
集
の
よ
う
だ
が
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
。
末
に
「
丁
時
永
　
　
　
正
十
八
年
十
月
十
七
日
　
桑
門
兼
純
」
と
あ
る
。
後
に
も
触
れ
る
が
、
兼
純
の
父
広
瞳
　
　
　
　
の
家
集
か
」
。
　
　
　
　
「
…
上
に
広
瞳
の
名
を
記
し
た
点
で
一
言
す
る
と
、
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
に
後
土
御
門
院
　
　
　
廣
瞳
集
と
あ
る
の
は
、
写
真
版
に
よ
る
と
、
永
正
十
八
年
十
月
十
七
日
の
奥
書
が
あ
り
、
　
　
　
亡
父
の
詠
を
集
め
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
後
土
御
門
院
と
あ
る
の
は
不
明
」
。
　
　
③
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
［
一
］
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録
［
古
文
　
　
　
書
・
記
録
類
編
］
』
（
平
一
二
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
　
　
「46
　
広
瞳
集
（
後
土
御
門
院
広
瞳
集
）
　
一
冊
　
永
正
十
八
年
写
」
。
（
5
）
　
『
連
歌
貴
重
文
献
集
成
　
第
三
巻
』
（
昭
五
六
・
勉
誠
社
）
「
広
瞳
句
集
」
に
影
印
が
掲
載
さ
　
　
れ
、
解
説
（
金
子
金
治
郎
執
筆
）
も
備
わ
る
。
行
助
加
点
の
『
広
瞳
句
集
』
に
は
三
巻
と
も
256
酒井茂幸［『広幡集』考］
　
加
点
者
式
後
の
末
尾
に
源
（
中
院
）
通
村
の
仮
証
奥
書
が
三
巻
と
も
存
す
る
。
兼
載
加
点
の
　
　
『
広
瞳
句
集
』
に
限
り
掲
出
し
て
お
く
。
　
　
　
此
一
巻
法
橋
兼
載
合
点
広
瞳
句
剰
／
加
佳
什
一
篇
尤
可
握
翫
者
乎
／
特
進
源
（
印
章
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
な
お
、
『
弘
文
荘
名
家
真
蹟
図
録
』
（
昭
四
七
・
弘
文
荘
）
五
五
「
廣
憧
連
歌
付
句
く
廣
憧
自
　
筆
／
宗
祇
自
筆
加
点
」
一
巻
は
、
天
理
本
『
広
瞳
句
集
』
の
第
二
巻
と
は
別
本
で
あ
る
。
但
　
　
し
、
筆
蹟
・
書
式
が
天
理
本
『
広
瞳
句
集
』
に
酷
似
す
る
の
で
、
写
真
版
に
よ
り
知
り
得
る
　
限
り
の
書
誌
的
事
項
を
摘
記
し
て
お
く
。
端
書
に
「
御
点
之
内
／
長
可
賜
／
候
／
広
瞳
」
と
　
あ
り
、
巻
末
に
「
付
句
廿
六
句
／
　
宗
紙
（
花
押
）
」
と
あ
り
、
対
の
付
句
が
一
時
下
が
り
な
　
　
の
は
、
天
理
本
『
広
瞳
句
集
』
と
同
様
で
あ
る
。
本
文
五
〇
句
。
佳
句
二
六
句
に
合
点
し
、
　
　
さ
ら
な
る
再
佳
の
句
に
長
点
を
か
け
る
。
（
6
）
　
綿
抜
豊
昭
「
猪
苗
代
兼
与
の
古
今
伝
授
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
第
五
一
号
、
昭
六
〇
・
一
　
　
一
、
後
に
『
近
世
前
期
猪
苗
代
家
の
研
究
』
〈
平
一
〇
・
新
典
社
〉
に
再
録
）
。
な
お
、
大
阪
　
　
天
満
宮
御
文
庫
蔵
『
連
歌
宗
匠
家
系
図
』
に
見
え
な
い
人
物
を
カ
ッ
コ
で
括
っ
た
。
（
7
）
　
前
掲
註
（
3
）
金
子
論
文
の
他
、
同
『
連
歌
古
注
釈
の
研
究
』
研
究
編
二
「
聖
廟
千
句
注
の
　
　
四
種
」
（
昭
四
九
・
角
川
書
店
）
も
兼
純
筆
と
す
る
。
（
8
）
　
前
掲
註
（
1
）
金
子
著
書
一
二
七
～
一
二
八
頁
。
伝
存
自
体
は
、
前
掲
註
（
1
）
上
野
白
浜
　
　
子
・
林
毅
編
著
書
二
点
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
（
9
）
　
金
子
金
治
郎
『
連
歌
師
宗
祇
の
実
像
』
（
平
一
一
・
角
川
叢
書
）
一
四
三
頁
。
（
1
0
）
　
金
子
金
治
郎
『
金
子
金
治
郎
連
歌
考
叢
－
　
心
敬
の
生
活
と
作
品
』
（
昭
五
七
・
桜
楓
社
）
　
　
二
二
〇
頁
等
。
（
1
1
）
　
重
松
裕
巳
「
『
宗
祇
時
代
連
歌
』
（
翻
刻
）
」
（
『
連
歌
俳
譜
研
究
』
第
八
〇
号
、
平
三
二
二
）
　
　
に
翻
刻
が
備
わ
る
。
　
［
発
句
］
「
雪
の
影
ぬ
れ
ず
は
花
の
あ
ら
し
か
な
」
　
　
［
会
衆
］
心
敬
・
　
　
宗
悦
・
幾
弘
・
満
助
・
広
瞳
・
覚
阿
・
宗
助
・
祖
温
・
修
茂
・
景
然
・
信
広
。
な
お
、
同
論
　
　
文
等
に
指
摘
が
あ
る
と
お
り
、
『
弘
文
荘
責
買
書
目
録
』
第
七
号
（
昭
一
七
・
弘
文
荘
）
に
写
　
　
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
所
在
不
明
で
あ
っ
た
。
（
1
2
）
　
島
津
忠
夫
「
心
敬
年
譜
考
証
」
（
『
島
津
忠
夫
著
作
集
　
第
四
巻
　
心
敬
と
宗
祇
』
第
一
章
　
〈平
一
五
・
和
泉
書
院
〉
）
所
収
。
（
1
3
）
　
前
掲
註
（
1
0
）
金
子
著
書
＝
二
〇
～
＝
二
一
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
木
藤
才
蔵
は
、
「
文
正
元
年
　
　
三
月
七
日
、
広
瞳
が
自
分
の
句
集
に
折
か
ら
関
東
に
下
向
し
て
い
た
行
助
の
加
点
を
受
け
て
　
　
お
り
、
ま
た
、
別
の
句
集
に
は
後
に
な
っ
て
宗
祇
や
兼
載
の
批
点
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
　
　
（
中
略
）
各
証
の
有
る
説
が
あ
る
説
で
は
な
く
、
関
東
に
下
向
中
の
心
敬
に
合
点
を
求
め
た
作
　
　
家
は
、
宗
砥
や
兼
載
を
は
じ
め
多
く
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
広
瞳
の
場
合
も
、
そ
の
　
　
場
合
も
な
い
と
い
う
に
留
ま
る
だ
ろ
う
」
（
『
連
歌
論
集
（
三
）
　
中
世
の
文
学
』
〈
昭
六
〇
・
　
　
三
弥
生
書
店
〉
「
解
説
」
二
一
～
二
二
頁
）
と
す
る
。
（
1
4
）
　
当
該
歌
の
詞
書
「
か
く
て
と
し
月
へ
て
」
は
、
他
撰
家
集
と
し
て
は
や
や
不
自
然
な
表
現
　
　
で
あ
る
。
撰
集
の
原
資
料
が
、
例
え
ば
心
敬
の
「
君
い
な
ば
～
」
詠
の
詠
草
で
、
そ
れ
に
広
　
瞳
自
身
が
書
き
加
え
た
状
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
（
1
5
）
　
本
文
は
流
布
本
の
『
源
語
秘
訣
』
に
比
し
て
か
な
り
省
略
さ
れ
て
お
り
、
前
掲
「
此
外
二
　
義
理
ナ
ド
ニ
心
得
大
事
の
事
ア
レ
ド
モ
…
」
に
込
め
ら
れ
た
意
図
を
さ
ら
に
考
究
す
る
必
要
　
　
が
あ
ろ
う
。
（
1
6
）
　
伊
井
春
樹
編
『
光
源
氏
歌
抄
出
　
伝
猪
苗
代
兼
載
筆
本
』
（
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
7
、
昭
四
　
　
七
）
「
解
説
」
（
後
に
同
『
源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
　
室
町
前
期
』
〈
昭
五
五
・
桜
楓
社
〉
に
　
　
再
録
）
に
詳
し
い
。
（
1
7
）
　
佐
藤
孝
徳
「
岩
城
盛
隆
の
生
涯
」
（
『
潮
流
　
い
わ
き
地
域
学
会
』
第
二
報
、
昭
六
一
・
　
　
一
一
）
の
指
摘
に
依
る
。
（
1
8
）
　
前
掲
註
（
1
）
金
子
著
書
一
二
七
～
一
二
八
頁
。
天
理
本
『
広
瞳
句
集
』
第
三
巻
に
一
致
す
　
　
る
。
（
1
9
）
　
『
歌
論
歌
学
集
成
　
第
十
二
巻
』
〈
校
注
・
解
題
、
安
達
敬
子
執
筆
〉
等
所
収
は
、
師
兼
載
　
　
か
ら
兼
純
へ
の
晩
年
の
聞
書
で
あ
り
、
同
じ
相
承
経
路
の
永
正
五
年
（
一
五
一
〇
）
か
ら
六
、
　
　
七
年
の
『
古
今
集
』
聞
書
の
内
容
を
示
す
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
正
宗
文
庫
蔵
　
　
『
古
今
私
秘
聞
』
（
『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
　
第
一
期
五
』
所
収
〈
赤
羽
淑
　
　
執
筆
〉
「
正
宗
文
庫
蔵
『
古
今
私
秘
聞
』
解
題
」
を
付
す
。
〈
昭
四
五
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
　
　
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
古
典
叢
書
刊
行
会
〉
）
も
有
名
で
あ
る
。
（
2
0
）
　
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
等
蔵
。
［
発
句
］
「
帰
雁
お
も
へ
ば
花
に
い
は
木
か
　
　
な
」
　
［
会
衆
］
宗
碩
・
兼
純
・
宗
長
・
通
能
・
元
教
・
玄
清
・
政
真
・
周
桂
・
底
安
・
等
　
　
運
・
宗
牧
・
孝
文
・
宗
裕
。
（
2
1
）
　
前
掲
註
（
2
）
金
子
論
文
。
な
お
、
同
論
文
は
続
群
書
類
従
本
に
基
づ
く
が
、
本
稿
で
は
、
　
　
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
す
る
『
私
家
集
大
成
　
W
』
（
昭
五
一
・
明
治
　
　
書
院
）
の
「
為
広
皿
」
（
解
題
・
田
中
新
一
執
筆
）
に
拠
っ
た
。
（
2
2
）
　
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
。
［
発
句
］
「
待
こ
し
や
花
に
紅
葉
に
け
さ
の
雪
　
　
聴
雪
（
実
隆
）
」
　
［
会
衆
］
聴
雪
（
実
隆
）
・
宗
長
・
玄
清
・
宗
哲
・
宗
碩
・
宗
仲
・
兼
　
　
純
・
等
運
・
底
阿
・
宗
牧
。
（
2
3
）
　
伊
井
春
樹
「
『
長
珊
聞
書
』
（
源
氏
物
語
抄
）
に
つ
い
て
」
（
金
子
金
治
郎
博
士
古
希
記
念
論
　
　
集
編
集
委
員
会
編
『
連
歌
と
中
世
文
芸
』
〈
昭
五
二
・
角
川
書
店
〉
、
後
に
同
『
源
氏
物
語
注
　
　
史
の
研
究
　
室
町
前
期
』
〈
昭
五
五
・
桜
楓
社
〉
に
再
録
）
。
（
2
4
）
　
前
掲
註
（
2
）
井
上
著
書
。
（
2
5
）
　
長
珊
は
、
前
掲
註
（
1
）
掲
出
の
「
米
沢
家
文
書
」
巻
十
六
「
衆
臣
系
譜
」
中
の
「
長
珊
」
　
　
項
に
「
居
岩
城
自
叔
父
兼
純
連
歌
伝
」
と
記
さ
れ
る
。
前
掲
註
（
1
）
金
子
著
書
一
三
三
～
．
　
　
五
五
頁
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
非
常
勤
研
究
員
）
（二
〇
〇
五
年
三
月
二
五
日
受
理
、
二
〇
〇
五
年
七
月
一
五
日
審
査
終
了
）
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AStudy　of　the　Kodosh11：In　Search　of　the　Origins　of　the　Inawashiro　F㎜ily
SAKAI　Shigeyuki
　　Areprinting　of　the　Kodoshu　in　its　entirety　by　the　author　has　recently　been　made　available　to　the　public．
The　Kodoshu　was　fb㎝erly　in　the　7㌦ηα〃αy碗励αcollection　but　is　now　held　by　the　National　Museum　of
Japanese　History．　Its　value　as　a　source　material　is　twofbld．　First，　it　clarifies　biographical　facts　on　Kodo’s　lat－
er　years，　which　had　previously　been　unclear．　Second，　it　also　brings　new　infbrmation　to　light　conceming　the
mutual　personal　Iletworks　and　relationships　between　Kodo　and　Kensai，　Shinkei，泣η彪〃，　yOγ仇1膨η2αi，　Iwa－
ki　Yoshitaka　and、磁勿協，　who　are　described　in　the　Kodoshu．
　　This　paper　first　describes　some　of　the　political　and　religious　trends　that　occurred　in　the　regional　society
where　Kodo　lived　by　verifying　these　six　6gures　using　interpretations　of　the　poems　in　the　Kodoshu　against
historical　materials　that　had　been　fbmlerly　available．　It　concludes　that　Kodo　had　come　from　Zench（りi　Tem－
ple　and　was　an　aesthete　from　Iwaki　who　led　a　secluded　life．　With　regard　to　the　section　on　Kel加n，　he　based
himself　in　Iwaki　but　lourneyed　back　and　forth　between　Iwaki　and　Kyoto　while　studying皿der　the　foremost
authority　in　the　field，　and　received　assistallce　from　provincial　lords　and　feudal　lords　from　the　area　including
the　Iwaki　clan．　This　paper　indicates　those　aspects　of　his　behavior　dif丘red　from　that　of　Socho　and　Sobo輪
from　the　same　period．　The　paper　also　suggests　that　Kenjun’s　knowledge　was　passed　oll　to　Chosan．
　　It　has　been　said　that　one　of　the　features　of　the　Kodoshu　is　the　abundance　of　poems　such　as“doka”（re－
ligious　poems），“aishoka”（poems　mouming　a　personls　death）and“tsuizenka”（poems　in　memory　of
aperson）．This　phenomenon　was　occasioned　by　the　death　of　Kodo’s　mother，　which　is　so　described　in　the
Kodoshu　itself．　In　his　final　years　Kodo　had　no　choice　but　to　return　to　being　a　Zen　monk．
　　The　origin　of　the　Inawashiro　family　of　renga　poets　goes　back　to　Kodo　and　the　activities　of　that　world　of
waka　and　renga　are　as　portrayed　in　the　Kodoshu．　However，　Kensai　was　instructed　in　the　Kokinshu　by　Gyo－
eand　was，　therefOre，　qロalified　to　teach　Ke吋un　about　the　Kokinshu．　But　because　nobody　had　taught　Kodo
about　the　Kokinshu　he　was　not　able　to　teach　Kenjun　about　it　and　so　could　not　have　been　the　fOunder　of　the
Inawashiro　family　of　waka　poets．　Kodols　name　is　not　fbund　among　those　who　passed　on　the　teachings　of　the
Kokinshu　to　disciples　and　his　name　had　disappeared　from　the　genealogy　of　the　Inawashiro　family．　The　find－
ing　of　this　paper　is　that　Kenjun　took　over　from　Kodo　and　it　was　he　who　passed　on　the　ways　of　a　renga　poet
to　Chosan．
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